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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
で
宮
城

県
出
身
の
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
、
堀
江
貴
氏
︵
51
︶
が
監
督

し
た
映
画
﹁
最
後
の
乗
客
﹂︵
本

紙
２
月
18
日
号
既
報
︶
が
海
外

の
映
画
祭
で
続
々
と
受
賞
や
フ

ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
始
め
、
話
題
と
な
っ
て
い

る
。
同
映
画
の
完
成
記
念
資
金

集
め
の
イ
ベ
ン
ト
︵
主
催
・
キ

ャ
ッ
チ
・
ア
ス
・
パ
フ
ォ
ー
ミ

ン
グ
・
ア
ー
ツ 

、
後
援
・
Ｎ

Ｙ
宮
城
県
人
会
、
お
む
す
び
権

米
衛
︶
が
18
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
ハ
ウ
ス

で
開
催
さ
れ
、
１
５
０
人
余
り

の
人
が
詰
め
か
け
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
目

の
２
０
２
１
年
３
月
の
公
開
を

目
指
し
て
制
作
を
進
め
て
き
た

同
作
品
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
で
は
な
く
、
親
子
の
関
係
が

震
災
で
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ド

ラ
マ
。

　

同
作
品
は
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

芸
術
映
画
祭
で
﹁
最
優
秀
イ
ン

デ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
賞
﹂
を
こ

の
ほ
ど
受
賞
、
ま
た
カ
ン
ヌ
世

界
映
画
祭
の
最
優
秀
イ
ン
デ
ィ

ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
︵
低
予
算
部

門
︶
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
映
画
祭
ボ
ー
デ

ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
映

画
祭
︵
Ｂ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
︶
の
初
長
編

映
画
ノ
ミ
ネ
ー
ト
、
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
・
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト

映
画
祭
の
最
優
秀
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
映
画
な
ど
数
々
の
映
画
祭
で

受
賞
や
ノ
ミ
ネ
ー
ト
の
発
表
が

続
い
て
い
る
。　

　

上
映
後
、
Ｎ
Ｙ
宮
城
県
人
会

の
大
清
水
良
裕
会
長
は
﹁
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
で
ロ
ケ
が
で
き
な

い
、
日
本
に
行
け
な
い
と
い
う

難
産
の
末
に
つ
い
に
こ
こ
ま
で

作
品
を
作
り
上
げ
た
堀
江
さ
ん

に
敬
意
を
表
し
た
い
﹂
と
舞
台

か
ら
挨
拶
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会

場
で
は
﹁
胸
が
熱
く
な
っ
て
今

で
も
涙
が
出
て
く
る
。
み
ん
な

の
想
い
が
詰
ま
っ
た
作
品
で
皆

さ
ん
に
見
て
欲
し
い
映
画
﹂︵
Ｆ

Ｃ
Ｉ
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
の

久
下
香
織
子
さ
ん
︶、﹁
最
後
の

展
開
が
感
動
的
で
胸
が
詰
ま
る

思
い
だ
。
こ
う
い
う
映
画
を
作

ら
な
い
と
震
災
を
受
け
て
心
の

傷
を
受
け
た
人
の
気
持
ち
は
描

け
な
い
。
勇
気
が
い
る
こ
と

だ
。
素
晴
ら
し
い
映
画
を
こ
の

世
に
残
し
て
く
れ
た
﹂︵
殺
陣

波
涛
流
代
表
の
香
純
恭
さ
ん
︶、

﹁
自
主
制
作
映
画
と
い
う
レ
ベ

ル
を
超
え
た
映
画
に
共
感
し
拍

手
と
涙
が
止
ま
ら
な
い
﹂︵
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
黒
部
エ
リ
さ

ん
︶、﹁
意
外
性
が
あ
っ
て
新
鮮

だ
っ
た
。T

oya

さ
ん
の
音
楽

が
良
か
っ
た
﹂︵
９
・
１
１
風
の

環
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
音

楽
監
督
の
マ
イ
ク
白
田
さ
ん
︶、

﹁
何
度
も
泣
い
た
。
震
災
を
見

る
視
点
が
違
い
、
今
ま
で
の
自

分
が
恥
ず
か
し
く
思
え
た
﹂︵
北

海
道
ゆ
か
り
の
会
代
表
幹
事
の

竹
田
勝
男
さ
ん
︶
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。
花
束
を
受
け
大

勢
の
観
客
に
囲
ま
れ
た
堀
江
さ

ん
は
﹁
大
勢
の
人
に
観
て
も
ら

え
る
こ
の
日
を
待
っ
て
い
た
の

で
、
自
分
の
方
が
感
動
し
て
し

ま
っ
た
﹂
と
話
し
て
い
た
。
ま

も
な
く
12
年
目
の
３
・
11
が
や

っ
て
く
る
。
完
成
は
２
年
遅
れ

た
が
、
今
年
は
作
品
が
世
界
各

地
で
見
ら
れ
そ
う
だ
。　

　
　
　
　

︵
関
連
記
事
５
面
に
︶

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
ビ
ジ
ネ
ス
・
政
策
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
３
月
16
日
︵
木
︶

正
午
か
ら
、﹁
岸
田
政
権
の
﹃
新

し
い
資
本
主
義
﹄
今
日
本
に
求

め
ら
れ
る
経
済
政
策
と
は
﹂
と

題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
。︵
共
催
・
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
国
総
領
事
館
︶

　

﹁
新
し
い
資
本
主
義
﹂
の
実

現
を
看
板
政
策
と
し
て
掲
げ
た

岸
田
内
閣
の
﹁
新
し
い
資
本
主

義
実
現
会
議
﹂
の
有
識
者
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
る
渋
澤
健
氏
︵
シ

ブ
サ
ワ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ

ニ
ー
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
︶

が
、
新
し
い
経
済
政
策
と
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
、
日
本
の
資

本
主
義
の
将
来
に
つ
い
て
解
説

す
る
。
司
会
は
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・

Ｗ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
氏
︵
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
理
事
長
︶。

イ
ベ
ン
ト
の
言
語
は
英
語
。　

　

参
加
費
は
一
般
65
ド
ル
︵
昼

食
と
講
演
︶、
20
ド
ル
︵
講
演

の
み
︶。
Ｊ
Ｓ
会
員
は
45
ド
ル

︵
昼
食
と
講
演
︶、
15
ド
ル
︵
講

演
の
み
︶。
申
し
込
み
・
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org

「最後の乗客」
海
外
映
画
祭
で
受
賞
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
続
く

東
日
本
大
震
災
で
父
娘
の
絆
描
く

NY の堀江さんが監督

NY の資金集めイベントで来場者と話す堀江監督（右）

今
日
本
に
求
め
ら
れ
る
経
済
政
策

渋
澤
健
氏
が
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
講
演

「最後の乗客」（THE LAST PASSENGER) のポスター
上は娘役の俳優・岩田華怜、下は父親役を演じる俳優、冨家規政

https://nipponexpressusa.com/
https://www.restaurantnippon.com/
http://shinbashi72.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://japansociety.org
https://japansociety.org
https://japansociety.org
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１
年
間
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

の
文
化
庁
新
進
芸
術
家
海
外
研

修
を
し
て
き
た
俳
優
で
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
高
野
菜
々
が
、
帰

国
前
の
総
仕
上
げ
と
な
る
ラ
イ

ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
17
日
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ
ン

に
あ
る
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
﹁
ド
ン

ト
・
テ
ル
・
マ
マ
﹂
で
行
っ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
、
14
歳
の
時
に

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
﹁
キ
ャ
ッ
ツ
﹂

を
観
て
、
あ
ま
り
の
衝
撃
に
全

身
が
震
え
た
の
を
覚
え
て
い
て

﹁
こ
っ
ち︵
客
席
︶じ
ゃ
な
く
て
、

あ
っ
ち
︵
舞
台
上
︶
に
行
く
ん

だ
﹂
と
そ
の
瞬
間
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
俳
優
に
な
る
こ
と
を
決
意
し

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
披
露
し

な
が
ら
、
宝
塚
歌
劇
団
入
団
の

希
望
は
、
か
な
わ
な
か
っ
た
が

広
島
音
楽
高
校
を
卒
業
後
に
東

京
を
拠
点
に
全
国
で
活
動
し
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

創
作
す
る
音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
俳
優
兼
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
自
分
の
夢
を
叶
え
て
き

た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。　

　

ラ
イ
ブ
の
第
１
部
は
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
の
主
題
歌

や
虹
色
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
美
し

い
歌
声
で
会
場
を
魅
了
し
た
。

実
は
、
公
演
前
に
高
野
は
あ
る

選
曲
で
悩
ん
で
い
た
。
自
分
は

広
島
生
ま
れ
の
歌
手
・
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
自
負
か

ら
素
直
に
﹁
日
本
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
を
世
界
に
発
信
す
る
こ

と
だ
け
で
な
く
故
郷
広
島
で
育

ち
感
じ
た
平
和
の
尊
さ
を
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
作
品
を
通
し
て
発
信

す
る
こ
と
﹂
と
心
の
中
で
常
日

頃
思
っ
て
い
る
こ
と
を
正
直
に

ス
ト
レ
ー
ト
に
話
し
た
い
。
し

か
し
そ
の
思
い
が
、
広
島
の
原

爆
﹁
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
ボ
ム
﹂
を

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
舞

台
で
出
す
こ
と
が
、
果
た
し
て

当
地
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
の

か
、
ア
メ
リ
カ
の
世
論
の
中
に

根
強
い
﹁
戦
争
終
結
の
た
め
の

正
当
な
手
段
﹂
と
い
う
考
え
方

を
支
持
す
る
人
を
刺
激
す
る
の

で
は
な
い
か
と
。

　

し
か
し
高
野
は
静
か
に
﹁
過

去
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、
未
来

は
変
え
ら
れ
る
﹂
と
前
置
き
し

て
、
原
爆
で
犠
牲
に
な
っ
た
人

へ
の
想
い
を
綴
っ
た
﹁
１
本
の

え
ん
ぴ
つ
﹂
を
心
を
込
め
て
そ

し
て
堂
々
と
歌
っ
た
。
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
た
。

　

第
２
部
は
、
札
幌
出
身
の
若

手
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
奏
者
と
し

て
米
国
で
活
躍
し
て
い
る
寺
久

保
エ
レ
ナ
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
、

ジ
ャ
ズ
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
披

露
し
た
。
高
野
は
こ
の
春
に
帰

国
し
、
9
月
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
﹃
生
き
る
﹄︵
企
画
制
作
・

ホ
リ
プ
ロ
︶
に
ヒ
ロ
イ
ン
役
で

の
出
演
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
三
︶

高野菜々ＮＹライブ
広島の平和も堂々と熱唱

新
し
い
日
本
文
化

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
公
演

殺
陣
と
大
正
着
物
ド
レ
ス

　

音
楽
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
、
日
本
の
文
化
を
通
じ
て
、

日
米
文
化
交
流
、
世
界
平
和
と

文
化
の
向
上
へ
の
貢
献
を
目
指

す
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

﹁
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
﹂
が
２

月
20
日
午
後
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
の
ワ
イ
ル
リ
サ
イ
タ
ル
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

ピ
ア
ノ
演
奏
、
殺
陣
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
、
踊
り
、
華
麗
な

大
正
着
物
ド
レ
ス
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
た
。
出

演
は
、
佐
々
木
浩
平
、
是
藤
華

恵
、
石
井
寛
子
、
菅
原
一
真
、

横
山
知
佳
、
塚
原
裕
二
︵
舞

流
・
演
出
︶、
渡
瀬
剣
士
郎
、

A
T

z

、
羅
希
阿
丸
、
蒼
井
悠
、

魁
多
聞
、K

iN

、Y
aM

@
you

５
組
11
人
が
舞
台
を
披
露
し
、

満
場
の
拍
手
を
受
け
た
。
特
に

３
年
前
の
三
原
綱
木
の
カ
ー
ネ

ギ
ー
出
演
以
来
３
年
ぶ
り
に
来

米
し
、
再
び
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
舞

台
で
ピ
ア
ノ
演
奏
し
た
佐
々
木

浩
平
に
大
歓
声
が
沸
い
た
。
同

イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
谷
脇
有
香
も
ス
テ
ー
ジ
で
挨

拶
し
た
。

　

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
予

定
だ
っ
た
ア
ニ
ソ
ン
歌
手
で
声

優
の
松
本
梨
香
さ
ん
が
日
本
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
濃
厚

接
触
者
と
な
り
急
遽
渡
航
を
キ

ャ
ン
セ
ル
し
た
が
、
松
本
さ
ん

が
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
事
情
を

伝
え
、
再
度
の
来
米
を
誓
っ
て

１
曲
会
場
で
﹃
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン

ス
タ
ー
﹄
の
主
題
歌
が
流
さ
れ

る
と
子
供
た
ち
に
笑
顔
が
戻
っ

た
。
司
会
を
務
め
た
Ｎ
Ｙ
在
住

の
シ
ン
ガ
ー
タ
レ
ン
ト
の
コ
ウ

ヘ
イ
も﹁
上
を
向
い
て
歩
こ
う
﹂

に
続
い
て
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル

Ｚ

﹂ 

のC
H

A
-LA

 H
E

A
D

-
C

H
A

-LA

を
熱
唱
し
、
観
客

席
と
一
体
に
な
り
会
場
を
大
い

に
盛
り
上
げ
た
。

公演後、観客のニューヨーカーと歓談する出演者たち

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
ス
テ
ー
ジ
に
揃
い
、
観
客
の
拍
手
に
応
え
る
出
演
者
︵
写
真
・
三
浦
良
一
︶

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
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 日本クラブからのお知らせ
■ JCCI/日本クラブ共催 国際女性デー・パネル

 ディスカッション＆ネットワーキングイベント

【海外から日本はどう見えてる？】

　ニューヨークで働く私たちの視点

 

＊開催日時：3 月 9 日（木）6 〜 7:15pm パネルディスカッ
ション、7:15 〜 7:45pm ネットワーキング

 ＊場所：日本クラブ（住所は下記を参照）
 ＊参加費：会員 $25/ 一般 $30 （お飲物＆おつまみ付き）
 「海外と日本、働き方や生活・価値観の違い」と「海外か

ら見た「日本が再成長するために」」をテーマに、日本と
アメリカで活躍している 6 名の女性パネリストに語ってい
ただきます。イベントの詳細、パネリストのプロフィール、
お申し込みは www.nipponclub.org の「イベント」欄をご
覧ください。お問い合せは info@nipponclub.org まで。

■日本クラブ 3 月テニス大会のご案内
 ＊大会日時
 3 月 11 日（土）4 〜 10:30pm （トーナメント前半）
 3 月 18 日（土）4 〜 10pm （トーナメント後半）
 ＊参加費： 会員 $40/ 一般 $60
 今年 3 年ぶりに冬季テニス大会を、全米オープンの開

催地である、フラッシング・メドウ・コロナパーク内
にある「USTA ナショナルテニスセンター」で開催しま
す。種目は男女とも参加できるオープンダブルス A（上
級レベル）大会、オープンダブルス B（初級、中級レベ
ル）大会、女子ダブルス大会の、3 つのトーナメント形
式による勝ち抜き戦です。大会の詳細、お申し込みは
www.nipponclub.org の「イベント」欄をご覧ください。
お問い合せは内藤（hnaito@nipponclub.org）まで。

■ 6 ヶ月の「会員お試しキャンペーン」を実地中！
 ご入会いただくと、イベントに会員料金でご参加いただ

けます。詳細は www.nipponclub.org でご覧ください。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 　www.nipponclub.org 

上左から：ディメイ美代子氏、渡邊裕子氏、小林さやか氏
下左から：大塚泰子氏、小巻亜矢氏、及川美紀氏

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト

と
し
て
活
動
し
て
い
る
久
徳
裕

子
さ
ん
︵
31
︶
は
、
11
年
前
、

ア
ー
ト
を
勉
強
す
る
た
め
に
来

米
し
た
。
四
年
生
大
学
卒
業
後

に
ア
ー
ト
を
使
っ
て
人
の
役
に

立
て
る
仕
事
は
な
い
か
と
模
索

し
て
い
た
と
こ
ろ
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
を
見
つ
け
、

そ
の
道
に
進
む
こ
と
を
決
め
た

と
い
う
。
昨
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
学
大
学
院
を
修
了
し
、
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
は
Ｎ
Ｙ

Ｕ
ラ
ン
ゴ
ー
ン
・
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
、
ボ
ス
ト
ン
・
チ
ャ
イ
ナ

タ
ウ
ン
・
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
セ

ン
タ
ー
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
で
セ
ラ
ピ
ー
を

提
供
。
特
に
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
、
認
知
症
の
あ
る
お
年
寄

り
、
精
神
疾
患
の
あ
る
大
人
に

対
し
て
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を

提
供
し
て
き
た
が
、
現
在
は
ハ

ー
レ
ム
に
あ
る
子
供
の
病
院
で

セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
勤
務
し
て

い
る
。

　

個
展
に
出
品
す
る
作
品
に

は
ブ
ル
ー
を
基
調
と
し
た
絵

画
な
ど
が
多
い
。﹁
青
色
は
希

望
の
色
な
の
で
好
き
で
す
。

可
能
性
を
感
じ
る
色
﹂
と
い

う
。
岐
阜
生
ま
れ
の
愛
知
県

出
身
。
作
品
群
の
展
示
会
が

C
afe G

rum
py

に
て
行
わ
れ

る
。
作
品
は
自
身
が
影
響
を
受

け
る
ア
イ
コ
ン
や
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、E

die Sedgw
ick

な

ど

の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
を
含
め
た
作

品
群
の
展
示
と
な
る
。
彼
女
の

作
品
の
ス
タ
イ
ル
は
日
本
と
ア

メ
リ
カ
ポ
ッ
プ
両
方
か
ら
影
響

を
受
け
て
お
り
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。

現
在
カ
フ
ェ
グ
ラ
ン
ピ
ー
︵
ス

ト
ー
ン
通
り
20
番
地
︶
で
個
展

﹁B
reathe In

﹂
を
開
催
中
。

Show: Breathe In
Cafe Grumpy, Financial District, 

20 Stone St. New York, NY 10004
Time: 2/19/23/2023-3/31-2023
Opening Hours: 7am-7:30pm

　

現
代
美
術
家
の
松
山
智

一
が
率
い
る M

atsuyam
a 

Studio LLC

に

所

属

す

る

ア
シ
ス
タ
ン
ト
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
４
人
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展

﹁Subjective Surreality

﹂

が
23
日
︵
木
︶
か
ら
４
月
２
日

︵
日
︶
ま
で
、
ソ
ー
ホ
ー
に
あ

る
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ナ
ウ

ヒ
ア
︵N

ow
H

ere

：
ウ
ー
ス

タ
ー
通
り
40
番
地
︶
で
開
催
さ

れ
る
。
数
年
に
わ
た
る
新
型
コ

ロ
ナ
の
渦
中
で
現
代
ア
ー
ト
と

は
何
か
を
追
求
し
そ
れ
ぞ
れ
が

制
作
し
た
、
絵
画
と
立
体
作
品

を
展
示
す
る
。
参
加
作
家
は
、

松
下
竜
也
、
鈴
木
拓
良
、
新
宮

大
史
、
小
中
寛
顕
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
23
日

︵
木
︶
午
後
６
時
か
ら
８
時
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
水

曜
〜
日
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午

後
６
時
、
月
・
火
休
廊
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.n

o
w

h
e

re
-n

y
c.

com
/

を
参
照
。

久徳裕子個展
Breathe In

3月31日まで開催中

松
山
ス
タ
ジ
オ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
４
人
展
開
催

作品は左上から時計回りに松
下竜也、鈴木拓良、小中寛顕、
新宮大史の作品

https://www.nipponclub.org/
https://aantcinc.com/
https://sobaya.square.site/
https://tawaramart.com/
tel:2019438003
http://jmart-usa.com/en/
https://dancejapan.com/
https://goshikiprinting.com/
https://www.nowhere-nyc.com/
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Ｎ
Ｙ
市
の
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
産

業
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指

し
、
同
市
メ
デ
ィ
ア
・
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
局︵
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
︶

が
２
０
１
８
年
に
開
設
し
た
ナ

イ
ト
ラ
イ
フ
課
は
、
今
年
４
月

末
に
退
任
す
る
初
代
課
長
ア
リ

エ
ル
・
パ
リ
ッ
ツ
氏
の
後
任
と

し
て
、
次
期
課
長
﹁
ナ
イ
ト
ラ

イ
フ
市
長
﹂を
募
集
し
て
い
る
。 

　

生
粋
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の

パ
リ
ッ
ツ
氏
は
、
ナ
イ
ト
ク
ラ

ブ
経
営
を
経
て
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ

産
業
の
起
業
家
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
や
酒
類
販
売
許
可
委
員
を
務

め
る
な
ど
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
産
業

の
ベ
テ
ラ
ン
と
知
ら
れ
、
初
代

課
長
に
任
命
さ
れ
た
。
２
人
の

市
政
を
跨
い
だ
任
期
中
、
最
も

困
難
を
強
い
ら
れ
た
の
は
コ
ロ

ナ
禍
で
打
撃
を
受
け
た
サ
ー
ビ

ス
産
業
と
そ
の
経
営
方
針
の
移

行
の
サ
ポ
ー
ト
だ
っ
た
。
退
任

に
関
し
パ
リ
ッ
ツ
氏
は
﹁
ナ
イ

ト
ラ
イ
フ
課
の
運
営
は
自
分
だ

け
で
は
な
く
、
バ
ト
ン
を
渡
す

こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
感
じ

た
﹂
と
話
し
て
い
る
。 

　

同
市
公
式
サ
イ
ト
の
募
集
要

項
に
よ
る
と
、
新
課
長
の
日
々

の
任
務
に
は
﹁
同
課
の
包
括
的

な
方
針
を
指
揮
し
な
が
ら
ナ
イ

ト
ラ
イ
フ
産
業
を
支
援
す
る
。

ト
レ
ン
ド
や
課
題
、
店
舗
の
不

法
行
為
を
監
視
す
る
。
年
次
報

告
書
の
作
成
を
監
督
す
る
。
多

分
野
の
イ
ベ
ン
ト
で
同
課
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
起
業

に
伴
う
許
可
、
資
格
、
審
査
な

ど
の
行
程
を
ア
シ
ス
ト
す
る
﹂

な
ど
が
含
ま
れ
る
。
最
低
資
格

条
件
に
は
、
大
学
及
び
カ
レ
ッ

ジ
の
学
士
課
程
修
了
、
同
職
務

の
任
務
と
責
任
に
似
合
っ
た
３

年
以
上
の
フ
ル
タ
イ
ム
の
専
門

的
職
務
の
経
験
が
含
ま
れ
、
年

次
期
﹁
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
市
長
﹂

初
代
退
任
で
募
集
中

 

税

金

特

集

③

不
動
産
所
得
と

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
・
ロ
ス

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

今
回
は
課
税
の
対
象
と
な
る

所
得
の
解
説
を
し
ま
す
。
米
国

税
法
上
の
居
住
者
に
な
る
と
、

居
住
者
期
間
に
つ
い
て
は
、
全

世
界
の
所
得
を
米
国
で
申
告
す

る
義
務
を
負
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得

に
次
い
で
金
額
が
大
き
く
な
り

や
す
い
の
は
賃
貸
不
動
産
と
資

産
の
売
買
か
ら
発
生
す
る
所
得

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回

は
こ
う
し
た
不
動
産
所
得
と
キ

ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
税
務
上
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

▽
不
動
産
所
得

　

駐
在
な
ど
で
米
国
に
滞
在

中
、
日
本
で
の
持
ち
家
を
賃
貸

し
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
不
動
産
所
得
は
通
常
の
所

得
と
合
算
さ
れ
累
進
税
率
で
課

税
さ
れ
ま
す
。
賃
貸
所
得
の
計

算
方
法
を
理
解
し
経
費
の
申
告

漏
れ
な
ど
が
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

︵
Ａ
︶
不
動
産
所
得
の
計
算

　

賃
貸
収
入
︵
礼
金
、
共
益
費

収
入
を
含
む
︶
か
ら
関
連
諸
経

費
を
控
除
し
た
後
の
不
動
産
所

得
が
課
税
対
象
額
と
な
り
ま

す
。
関
連
諸
経
費
と
し
て
、
賃

貸
物
件
や
家
具
の
減
価
償
却

費
、
支
払
利
子
、
固
定
資
産
税
、

保
険
料
、
修
繕
費
、
管
理
費
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
土
地
は
減
価

し
ま
せ
ん
の
で
、
減
価
償
却
費

は
土
地
代
を
除
き
、
建
物
部
分

の
購
入
価
格
に
つ
い
て
の
み
計

算
し
ま
す
。
減
価
償
却
の
耐
用

年
数
は
、
米
国
内
の
居
住
用
不

動
産
に
つ
い
て
は
27
・
５
年
、

米
国
外
の
不
動
産
に
つ
い
て
は

30
年
と
な
り
ま
す
。
家
具
に
つ

い
て
は
別
途
償
却
年
数
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
建
屋
及
び
海

外
に
あ
る
家
具
等
の
償
却
は
購

入
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
ド
ル
換

算
さ
れ
定
額
法
で
計
算
さ
れ
ま

す
。
収
入
や
経
費
は
、
原
則
と

し
て
受
取
、
支
払
時
の
為
替
レ

ー
ト
で
米
ド
ル
に
換
算
し
ま
す

が
、
定
期
的
に
発
生
し
て
い
る

も
の
で
あ
れ
ば
年
平
均
レ
ー
ト

で
換
算
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
賃
貸
所
得
お
よ
び

経
費
の
詳
細
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

Ｅ
に
記
載
し
ま
す
。

︵
Ｂ
︶ 

不
動
産
所
得
の
純
損
益

控
除
制
限

　

不
動
産
所
得
が
損
失
と
な
っ

た
場
合
に
、
積
極
的
に
賃
貸
に

関
与
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
他
の
所
得
と
の
損
益
通
算

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
積
極
的
な

関
与
と
は
、
テ
ナ
ン
ト
と
の
交

渉
、
修
繕
の
手
配
な
ど
に
関
し

て
決
定
権
を
持
つ
こ
と
を
指
す

の
で
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
で
す

が
、
何
も
か
も
不
動
産
管
理
会

社
ま
か
せ
と
い
う
場
合
は
積
極

的
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

不
動
産
所
得
の
損
失
の
損
益

通
算
は
最
高
２
万
５
０
０
０
ド

ル
︵
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合

１
万
２
５
０
０
ド
ル
︶で
す
が
、

所
得
が
高
い
と
控
除
の
制
限
を

受
け
、
調
整
総
所
得
が
15
万
ド

ル
︵
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合

７
万
５
０
０
０
ド
ル
︶
超
に
な

る
と
、
控
除
は
ゼ
ロ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

︵
Ｃ
︶
日
本
で
の
源
泉
徴
収
税
額

　

日
本
で
非
居
住
者
届
け
を
出

さ
れ
て
い
る
方
は
、
通
常
賃
貸

収
入
か
ら
約
20
％
が
源
泉
徴
収

さ
れ
ま
す
。
賃
料
の
約
20
％
の

源
泉
徴
収
税
額
は
大
き
い
で
す

が
、
日
本
で
確
定
申
告
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
諸
経
費
を
差
し

引
い
た
純
所
得
を
課
税
対
象
額

と
し
て
税
額
を
計
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

金
の
ほ
と
ん
ど
が
還
付
さ
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
自
身
の
状
況
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
・
ロ
ス

︵
譲
渡
所
得
・
損
失
︶

︵
Ａ
︶
株
式
、
証
券
等
の
売
却
益

　

株
式
や
証
券
等
の
売
却
益
と

売
却
損
を
相
殺
し
て
得
た
キ
ャ

ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
は
全
額
が
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
。
１
年
超

保
有
し
て
い
た
資
産
の
売
却
に

よ
る
長
期
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ

ン
は
15
％
︵
所
得
の
低
い
納
税

者
の
場
合
は
０
％
、
高
所
得
者

は
20
％ 

︶
の
優
遇
税
率
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
仮
想
通
貨
の
売

却
に
つ
い
て
も
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ

イ
ン
・
ロ
ス
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
仮

想
通
貨
取
引
は
、
別
途Form

 
1040

上
で
の
確
認
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

︵
Ｂ
︶
株
式
、
証
券
等
の
売
却
損

　

売
却
益
と
損
を
相
殺
し
て
損

失
と
な
る
場
合
の
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
ロ
ス
は
最
高
３
０
０
０
ド

ル
︵
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合
は

１
５
０
０
ド
ル
︶
ま
で
他
の
所

得
と
相
殺
で
き
ま
す
。
使
い
切

れ
な
か
っ
た
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ

ス
は
翌
年
以
降
に
繰
越
す
こ
と

が
で
き
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ
ス

が
な
く
な
る
年
ま
で
繰
越
せ
ま

す
。

︵
Ｃ
︶
主
た
る
住
宅
の
売
却
益

の
非
課
税
規
定

　

主
た
る
住
居
の
売
却
益
は
夫

婦
合
算
申
告
で
は
50
万
ド
ル
、

独
身
・
夫
婦
個
別
申
告
で
は

25
万
ド
ル
ま
で
を
控
除
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
控
除
を
受
け
る
に

は
住
居
を
所
有
し
︵
所
有
要

件
︶、
か
つ
売
却
前
の
５
年
間

の
う
ち
２
年
間
を
主
た
る
住
居

と
し
て
本
人
が
実
際
に
住
ん
で

い
る
こ
と
︵
使
用
要
件
︶
が
必

要
で
す
。
２
年
間
主
た
る
住
居

と
し
て
住
ん
で
い
れ
ば
何
度
も

こ
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
転
勤
、
病

気
、
そ
の
他
予
期
不
可
能
な
事

情
で
２
年
間
の
居
住
条
件
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
特
別
に
控
除
額
を
日
数

に
よ
り
按
分
し
、
減
額
さ
れ
た

控
除
を
適
用
で
き
ま
す
。
売
却

損
が
発
生
し
た
場
合
は
個
人
的

損
失
と
さ
れ
控
除
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
主
た
る
住
居
に
居

住
し
て
か
ら
一
旦
賃
貸
に
出

し
、
そ
の
後
主
た
る
住
居
と
し

て
再
利
用
し
て
か
ら
売
却
し
た

場
合
に
は
、
別
途
控
除
の
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

 

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省

通
牒
２
３
０
号10.37

条(a)
(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税

務
ア
ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準

を
満
た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情

報
は
す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で

あ
り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は

事
業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意

図
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税

法
に
沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
各
個
人
は
特
定

事
項
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

上
記
内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す

る
の
で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ

き
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
記
事
中
の
見
解
や
意
見
は

著
者
個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必

ず
し
も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
米
韓
次
官
協
議
出
席
の
た

め
米
国
・
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
を

訪
問
し
た
森
健
良
外
務
事
務
次

官
は
14
日
、
ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
シ

ャ
ー
マ
ン
米
国
国
務
副
長
官
と

日
米
次
官
協
議
を
行
っ
た
。
冒

頭
、
両
者
は
１
月
の
岸
田
文
雄

内
閣
総
理
大
臣
の
訪
米
に
よ

り
、
両
首
脳
の
間
で
、
地
域
及

び
国
際
社
会
の
平
和
と
繁
栄
の

確
保
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
日
米
を
始
め
と
す
る
国
際

社
会
の
結
束
を
強
め
て
い
く
こ

と
を
改
め
て
確
認
で
き
た
こ
と

を
歓
迎
し
、
そ
の
成
果
を
力
強

く
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
で
一

致
し
た
。
ま
た
、
日
米
両
国
の

国
家
安
全
保
障
戦
略
を
踏
ま

え
、
日
米
同
盟
の
更
な
る
深
化

に
向
け
た
具
体
的
な
行
動
に
つ

な
げ
て
い
く
べ
く
、
１
月
の
日

米
﹁
２
＋
２
﹂
や
日
米
首
脳
会

談
で
の
議
論
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
し
て
い
く
こ
と
で
も
一
致
し

た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
つ
い
て
、引
き
続
き
、

Ｇ
７
を
始
め
と
す
る
国
際
社
会

と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
対

露
制
裁
及
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

で
一
致
し
た
。

日米韓次官協議
森健良外務事務次官
対露制裁とウクライナ支援

棒
提
示
額
は
７
万
２
０
３
８
ド

ル
〜
13
万
６
０
０
０
ド
ル
。 

　

パ
リ
ッ
ツ
氏
は
後
任
者
に
は

ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
産
業
の
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
教
え
る
﹁
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

ス
ク
ー
ル
﹂
や
、
近
隣
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
対
立
問
題
の
無
料

仲
介
や
問
題
解
決
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
﹁
Ｍ

Ｅ
Ｎ
Ｄ
﹂
な
ど
、
５
年
間
取
り

組
ん
で
き
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
促

進
を
継
続
し
て
も
ら
う
こ
と
を

望
ん
で
い
る
。
同
求
人
に
関
す

る

詳

細

はa127-jobs.nyc.
gov

を
参
照
す
る
。

楽しい
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英
国
を
拠
点
に
活
動
す
る
神

出
鬼
没
の
ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
、
バ
ン
ク
シ
ー
の
80
を

超
え
る
作
品
を
集
め
た
展
覧

会
﹁
バ
ン
ク
シ
ー
・
イ
ン
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
：
デ
ィ
フ
ェ
イ
ス

ド
﹂
が
２
月
16
日
か
ら
ト
ラ
イ

ベ
ッ
カ
に
あ
る
ビ
ル
︵
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
３
７
８
番
地
、
ホ
ワ

イ
ト
通
り
︶
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。

　

バ
ン
ク
シ
ー
は
２
０
１
３
年

10
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
し
、
街
の
ど

こ
か
に
毎
日
ひ
と
つ
ス
ト
リ
ー

ト
ア
ー
ト
を
描
く
と
い
う
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
﹁B

etter O
ut 

T
han In

﹂
を
行
な
っ
た
。
こ

の
時
に
描
か
れ
た
絵
の
解
説
ビ

デ
オ
お
よ
び
場
所
を
示
し
た
地

図
が
展
示
さ
れ
、
い
わ
ば
追
体

験
す
る
展
覧
会
と
な
っ
て
い

る
。
展
示
に
は
ス
テ
ン
シ
ル
技

法
で
書
か
れ
た
壁
画
シ
リ
ー
ズ

の
﹁G

irl w
ith B

alloon

﹂︵
赤

い
風
船
に
手
を
伸
ば
す
少
女
︶

や
、
石
や
火
炎
瓶
で
は
な
く
花

を
投
げ
る
姿
を
描
い
た
﹁Love 

is in
 the A

ir

︵ F
low

er 
T

hrow
er

︶﹂︵

愛

は

空

中

に
︶ 

、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
が

蛇
に
飲
み
込
ま
れ
た
よ
う
な

奇
抜
な
彫
刻
作
品
﹁ M

ickey 
Snake

﹂
な
ど
世
界
的
に
有
名

な
作
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

主
催
のM

etaM
orfosiN

Y

は
バ
ン
ク
シ
ー
の
ス
ト
リ
ー

ト
ア
ー
ト
の
精
神
を
受
け
継

ぎ
﹁
無
許
可
の
展
覧
会
﹂
と
銘

打
っ
て
い
る
が
、
展
示
作
品
は

バ
ン
ク
シ
ー
の
公
式
オ
フ
ィ
ス

に
よ
り
間
違
い
が
な
い
か
確
認

が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
入

場
料
は
20
ド
ル
50
セ
ン
ト
、
会

期
は
５
月
14
日
ま
で
。
詳
細
・

チ
ケ
ッ
ト
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

banksyartexhibit.com

楽しい
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Banksy
in New York

バンクシー展開催中

神
出
鬼
没
の
ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

世
界
的
に
有
名
な
作
品
を
含
む
80
作
品
を
展
示

https://www.maxjob.com/
https://www.naturalhealingartists.com/
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.nowhere-nyc.com/
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東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
目

の
２
０
２
１
年
３
月
の
公
開
を

目
指
し
て
制
作
を
進
め
て
き
た

映
画
﹁
最
後
の
乗
客
﹂
は
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
な
く
、

親
子
の
関
係
が
震
災
で
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
ド
ラ
マ
。
ス
ト
ー

リ
ー
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
10

年
。
と
あ
る
東
北
の
小
さ
な
駅

の
ロ
ー
タ
リ
ー
。
タ
ク
シ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
の
遠
藤
は
受
験
で
東

京
へ
行
っ
た
き
り
音
信
不
通
の

娘
み
ず
き
の
帰
り
を
待
っ
て
い

る
。
遠
藤
は
娘
と
喧
嘩
別
れ
し

た
き
り
一
度
も
会
っ
て
い
な
い

の
だ
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
幽
霊

が
で
る
と
噂
の
沿
岸
道
路
で
一

人
の
謎
の
女
性
客
を
乗
せ
る
。

女
は
﹁
浜
町
ま
で
﹂
と
告
げ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
途
中
、
同
じ
く

﹁
浜
町
﹂
へ
行
き
た
い
と
い
う

親
子
も
同
乗
し
、
４
人
は
浜
町

を
目
指
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

観
客
が
最
後
の
数
分
で
意
表
を

突
く
大
ど
ん
で
ん
返
し
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
。

　

堀
江
氏
は
当
初
、
シ
ョ
ー
ト

作
品
の
15
分
を
制
作
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
撮
影
し
た
映
像
を

編
集
す
る
段
階
で
ど
う
し
て
も

15
分
で
は
収
ま
ら
な
い
こ
と
が

分
か
り
55
分
の
作
品
と
し
て
仕

映
画
﹁
最
後
の
乗
客
﹂

大
ど
ん
で
ん
返
し

観
客
の
意
表
突
く

上
が
っ
た
︵
１
面
に
記
事
︶。

　

出
演
は
、娘
役
に
岩
田
華
怜
。

宮
城
県
出
身
の
俳
優
。
元
Ａ
Ｋ

Ｂ
48
、
み
や
ぎ
絆
大
使
が
台
本

を
読
ん
で
快
く
出
演
を
快
諾
し

て
く
れ
た
。
父
親
役
は
神
奈
川

県
出
身
の
俳
優
、
冨
家
規
政
。

83
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

﹁
お
し
ん
﹂
で
デ
ビ
ュ
ー
。
以

来
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
中
心
に

映
画
、
舞
台
、
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
活

躍
す
る
ベ
テ
ラ
ン
だ
。

　

撮
影
は
宮
城
県
出
身
の
佐
々

木
靖
之
。
昨
年
﹁
ド
ラ
イ
ブ
・

マ
イ
・
カ
ー
﹂
で
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
を
受
賞
し
た
濱
口
竜
介
監
督

の
震
災
の
記
録
映
像
を
ア
ー
カ

イ
ブ
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

作
品
﹁
東
北
記
録
映
画
三
部

作
﹂、﹁
寝
て
も
覚
め
て
も
﹂
を

撮
影
し
た
実
力
派
だ
。音
楽
は
、

ス
タ
ン
ド
バ
イ
ミ
ー
の
ラ
イ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト
をB

E
 K

IN
G

と

長
く
続
け
、
被
災
地
に
も
訪
れ

て
い
るT

oya

が
作
曲
し
た
。

　

堀
江
氏
が
子
供
の
頃
に
母
親

が
作
っ
て
く
れ
た
、
卵
焼
き
が

具
に
な
っ
て
い
る
お
に
ぎ
り
が

作
品
の
中
で
も
登
場
し
、
出
演

者
の
演
技
の
中
で
も
き
め
細
か

く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
18
日

夕
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス
カ
ン

ジ
ナ
ビ
ア
ハ
ウ
ス
で
作
品
お
披

露
目
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

１
５
０
人
近
く
の
来
場
者
が
あ

っ
た
。
当
日
は
、
観
客
数
分
の

卵
お
に
ぎ
り
が
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

会
場
に
用
意
さ
れ
、
来
場
者
に

振
る
舞
わ
れ
た
。
Ｎ
Ｙ
の
宮
城

県
人
会
や
東
北
、
北
海
道
出
身

者
で
つ
く
る
﹁
ほ
く
ほ
く
会
﹂

の
メ
ン
バ
ー
や
一
般
市
民
ら
が

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
。
当
日
の
寄
付
の
一
部
は
参

加
者
の
了
解
を
得
て
ト
ル
コ
大

地
震
の
被
災
者
に
送
ら
れ
る
。

　

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
空

港
で
17
日
、
停
電
が
発
生
し
、

予
定
さ
れ
て
い
た
便
が
相
次
い

で
欠
航
と
な
っ
た
。
停
電
し
た

の
は
国
際
線
の
第
１
タ
ー
ミ
ナ

ル
で
、
早
朝
に
小
さ
な
火
災
が

発
生
し
た
と
い
う
。

　

第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
日
本
航

空
、
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
、
エ
ー
ル

フ
ラ
ン
ス
、
大
韓
航
空
、
中
華

航
空
、
中
国
国
際
航
空
な
ど
17

の
航
空
会
社
が
利
用
し
て
お
り

１
０
０
便
以
上
の
出
発
便
が
欠

航
な
い
し
遅
延
し
た
。
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も

止
ま
っ
た
が
、
各
航
空
会
社
は

非
常
用
電
源
で
乗
客
の
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
を
行
い
、
エ
ア
ト
レ
イ

ン
や
バ
ス
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
４
に

移
動
し
て
も
ら
い
出
発
し
た

り
、
バ
ス
で
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空

港
に
移
送
す
る
な
ど
し
た
。

　

到
着
便
の
一
部
は
ニ
ュ
ー
ア

ー
ク
空
港
と
ボ
ス
ト
ン
空
港
に

着
陸
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

向
か
っ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
航
空
機
は
出
発
地
の
豪
州

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
戻
っ
た
。
日

本
航
空
は
成
田
空
港
発
の
17
日

の
出
発
便
と
18
日
の
到
着
便
を

欠
航
さ
せ
た
。
羽
田
発
着
便
は

別
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
利
用
し
て

運
航
し
た
。

　

ケ
ネ
デ
ィ
空
港
を
管
理
・
運

営
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
港
湾
局
︵
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｙ
Ｎ
Ｊ
︶
は
、
電
気
パ
ネ
ル

の
故
障
に
よ
っ
て
火
災
が
引
き

起
こ
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
す

ぐ
に
鎮
火
し
た
が
全
体
の
電
力

に
影
響
を
与
え
た
と
述
べ
た
。

火
災
や
停
電
に
よ
る
け
が
人
は

報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
修
理
は

17
日
に
終
え
18
日
に
一
部
の
運

航
が
再
開
さ
れ
た
が
、
平
常
運

航
に
戻
っ
た
の
は
19
日
と
な
っ

た
。

　

成
田
空
港
発
の
日
航
機
で
17

日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
向
か
う
予

定
だ
っ
た
乗
客
は
、
出
発
当
日

の
欠
航
と
な
っ
た
た
め
す
で
に

空
港
ま
で
来
て
い
た
こ
と
か

ら
、
成
田
・
羽
田
間
の
リ
ム
ジ

ン
バ
ス
で
羽
田
空
港
へ
移
動

し
、
羽
田
発
の
同
日
便
に
搭
乗

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

羽
田
便
で
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
８
に
到
着
し
た

乗
客
は﹁
成
田
で
は
慌
て
た
が
、

空
港
職
員
の
対
応
、
機
内
で
の

サ
ー
ビ
ス
が
と
て
も
良
く
、
快

適
な
空
の
旅
が
で
き
た
﹂
と
話

し
た
。

長
蛇
の
列
が
で
き
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
１
︵
Ｎ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
画
面
か
ら
︶

JFK 国際空港で停電
ターミナル１で３日後に復旧

１
０
０
便
以
上
が
欠
航

17
社
の
国
際
便
に
影
響

　

日
本
経
済
新
聞
社
は
3
月
6

日
︵
月
︶
午
後
１
時
か
ら
５
時

ま
で
、
外
務
省
と
共
催
で
﹁
国

際
女
性
デ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂

を
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

で
開
催
す
る
。
世
界
の
女
性
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
多
様
性

に
お
け
る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な

る
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
リ

ー
ダ
ー
の
声
を
発
信
す
る
場
と

し
て
、日
米
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
人
材
育
成

等
の
取
り
組
み
や
事
例
を
紹
介

す
る
。
3
月
6
日
か
ら
国
連
の

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る 

Ｃ

Ｓ
Ｗ (C

om
m

ission on the 
Status of W

om
en) 

が
開
催

さ
れ
、
世
界
的
に
多
様
性
や
女

性
の
活
躍
に
注
目
が
集
ま
る
の

に
合
わ
せ
開
催
。
登
壇
は
志
野

光
子
氏
︵
日
本
政
府
国
連
代
表

部
特
命
全
権
大
使
︶、
小
田
舞

子
氏
︵
日
経xw

om
en 

副
編

集
長
︶
ほ
か
。
参
加
費
無
料
。　

詳

細

は　

https://events.
nikkei.co.jp/56742/

日
本
経
済
新
聞
社

女
性
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

イ
ベ
ン
ト
後
、
来
場
者
と
歓
談
す
る
堀
江
監
督
︵
右
︶

https://america-keitai.com/
https://events.nikkei.co.jp/56742/


人
間
の
無
限
の

可
能
性
を
追
求
す
る

も
う
ダ
メ
だ
と
い
う
と
き
が

仕
事
の
は
じ
ま
り

　

仕
事
に
お
い
て
新
し
い
こ
と

を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
人
は
、
自

分
の
可
能
性
を
信
じ
る
こ
と
の

　

も
の
ご
と
を
成
し
遂
げ
て
い

く
も
と
は
、
才
能
や
能
力
と
い

う
よ
り
、
そ
の
人
の
も
っ
て
い

る
熱
意
や
情
熱
、
さ
ら
に
は
執

で
き
る
人
で
す
。
現
在
の
能
力

を
も
っ
て
﹁
で
き
る
、
で
き
な

い
﹂
を
判
断
し
て
し
ま
っ
て
は
、

念
で
す
。
す
っ
ぽ
ん
の
よ
う
に

食
ら
い
つ
い
た
ら
離
れ
な
い
と

い
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
も
う
ダ
メ
だ
、
と
い
う

8

新
し
い
こ
と
や
困
難
な
こ
と
な

ど
で
き
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
間
の
能
力
は
、
努
力
し
続
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
無
限
に
拡
が

る
の
で
す
。

　

何
か
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

ま
ず
﹁
人
間
の
能
力
は
無
限
で

あ
る
﹂
と
い
う
こ
と
を
信
じ
、﹁
何

と
し
て
も
成
し
遂
げ
た
い
﹂
と

い
う
強
い
願
望
で
努
力
を
続
け

る
こ
と
で
す
。
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
京
セ
ラ
が
世
界
の
ト

ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
た
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
こ
と
の
証
明
で
す
。

常
に
自
分
自
身
の
も
つ
無
限
の

可
能
性
を
信
じ
、
勇
気
を
も
っ

て
挑
戦
す
る
と
い
う
姿
勢
が
大

切
で
す
。

と
き
が
本
当
の
仕
事
の
は
じ
ま

り
な
の
で
す
。

　

強
い
熱
意
や
情
熱
が
あ
れ

ば
、
寝
て
も
覚
め
て
も
四
六
時

中
そ
の
こ
と
を
考
え
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
願
望
は
潜
在
意
識
へ
浸
透

し
て
い
き
、
自
分
で
も
気
づ
か

な
い
う
ち
に
、
そ
の
願
望
を
実

現
す
る
方
向
へ
と
身
体
が
動
い

て
い
っ
て
、
成
功
へ
と
導
か
れ

る
の
で
す
。

　

す
ば
ら
し
い
仕
事
を
成
し
遂

げ
る
に
は
、
燃
え
る
よ
う
な
熱

意
、
情
熱
を
も
っ
て
最
後
ま
で

あ
き
ら
め
ず
に
粘
り
抜
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞

盛心塾ニューヨーク

 www.seishinjukuny.org
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I love you

を
ア
イ
ラ
ブ

ユ
ー
と
発
音
し
て
笑
わ
れ
た
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
わ
た
し

は
あ
り
ま
す
。
24
歳
で
ア
メ
リ

カ
に
渡
っ
た
時
は
完
全
な
カ
タ

カ
ナ
英
語
でI love you 

が

I rub you 

︵
私
は
あ
な
た
を

擦
り
ま
す
︶
に
聞
こ
え
る
と
ズ

バ
リ
言
わ
れ
ま
し
た
。
よ
く
聞

く
話
で
す
が
、
で
は
ど
う
し
た

らlove

がrub

に
聞
こ
え
な

い
よ
う
に
発
音
で
き
る
の
か
、

ご
存
知
で
す
か
？

　

注
意
点
は
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
が
、
ま
ず
は
Ｌ
の
音
を
整
え

ま
し
ょ
う
。love

の
発
音
は

Ｌ
の
音
で
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
Ｌ
の
時
に
﹁
舌
﹂
を
動
か

そ
う
と
思
う
と
失
敗
し
ま
す
。

代
わ
り
に﹁
舌
裏
先
１
ミ
リ
角
﹂

を
﹁
上
の
前
歯
の
歯
間
裏
に
﹂

軽
く
隣
接
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
舌
先
で
歯
を
押
す
と
失

敗
し
ま
す
。

　

日
本
語
を
話
す
私
た
ち
は
、

舌
を
真
ん
中
に
固
め
る
筋
肉
の

癖
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
単
純
に

﹁
舌
﹂
を
動
か
そ
う
と
す
る
と
、

舌
が
固
ま
り
、
Ｌ
や
Ｒ
の
み
な

ら
ず
、
英
語
全
般
の
舌
の
動
き

を
難
し
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
日
本
人
に
と
っ
て
も

役
に
立
つ
の
が
、
各
音
の
発
音

を
先
導
す
る
部
位
、
ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
で
﹁
リ
ー
ダ
ー
﹂
と

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
を
知
る
こ

と
で
す
。Ｌ
の
リ
ー
ダ
ー
は﹁
舌

裏
先
１
ミ
リ
角
﹂
な
の
で
、
そ

こ
だ
け
を
動
か
す
イ
メ
ー
ジ
で

簡
単
に
発
音
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
動
画
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂著
者
。

slidemethod.com

20

アイラブユーの危険

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
さ
ま
ざ
ま

な
会
員
特
典
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
日
本
ク
ラ
ブ
会
館
の
左
隣

に
位
置
す
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

ホ
テ
ル
、
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ

ト
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︵
西
57

丁
目
１
５
３
番
地
︶
と
の
提
携

サ
ー
ビ
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
。
同
ホ
テ
ル
に
て
日
本
ク
ラ

ブ
会
員
証
を
提
示
す
る
と
、
全

て
の
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
と
ス
イ
ー

ト
の
宿
泊
、
ス
パN

A
LA

I

で

の
小
売
商
品
を
除
く
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
の
全
メ
ニ
ュ
ー
、
レ

ス
ト
ラ
ン
﹁T

H
E

 LIV
IN

G
 

R
O

O
M

﹂
で
の
飲
食
が
10
％

割
引
と
な
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
＆
プ
ー
ル
を

特
別
価
格
で
利
用
で
き
る
。

　

現
在
日
本
ク
ラ
ブ
で
は
、
入

会
金
無
料
の
半
年
間
お
試
し
会

員
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
︵
３
０
０
ド

ル
︶
を
実
施
中
。
会
員
限
定

の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利

用
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
や
割

引
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
ラ
ウ
ン
ジ
、
東
京

ア
メ
リ
カ
ン
ク
ラ
ブ
の
施
設

利
用
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

nipponclub.org

ま

で
。

詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.nipponclub.org

を

参
照
す
る
。

パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ
ト
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
ク
ラ
ブ

会
員
特
典
を
更
新

Photo: Park Hyatt New York

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://www.hondag.com
mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
http://jch-tomo.org/
http://myriverside.net/home
mailto:info@tsutech.com
http://kiku-ny.com
tel:2122136069
http://www.seishinjukuny.org
https://www.nipponclub.org
https://www.nipponclub.org
https://www.nipponclub.org
https://www.nipponclub.org
slidemethod.com
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パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
管
理
と
成
果
報
酬
の
仕
組
み
が

成
功
し
て
い
る
企
業
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
？

クイック USA

124
m

anagem
ent program

s

■
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス 

ボ
ー
ナ

ス
は
支
払
わ
な
いN

etflix

　

N
etflix

は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
・
ボ
ー
ナ
ス
を
支
払
わ
な
い

と
い
う
。
当
時N

etflix

の
Ｈ

Ｒ
責
任
者
を
し
て
い
たPatty 

M
cC

ord

は
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。﹁
従
業
員
が
会
社
を

第
一
に
考
え
て
い
る
成
熟
し
た

大
人
な
ら
、
年
次
ボ
ー
ナ
ス
が

出
る
か
ら
と
言
っ
て
よ
り
熱
心

に
、
よ
り
賢
く
働
く
よ
う
な
こ

と
は
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
た

ち
は
市
場
ベ
ー
ス
の
給
与
を
信

じ
て
お
り
、
機
会
が
あ
れ
ば
競

合
他
社
と
面
接
す
る
の
が
賢
明

で
あ
る
と
従
業
員
に
伝
え
ま
し

た
。
多
く
の
人
事
担
当
者
は
、

従
業
員
が
他
社
の
採
用
担
当
者

と
話
す
の
を
嫌
が
り
ま
す
が
、

私
は
常
に
従
業
員
に
、
他
社
か

ら
の
採
用
勧
誘
の
電
話
に
出
て

オ
フ
ァ
ー
さ
れ
る
給
与
の
金
額

を
尋
ね
、
そ
の
金
額
を
人
事
に

送
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
貴
重
な
情
報

な
ん
で
す
﹂

　

つ
ま
り
、
十
分
な
ベ
ー
ス
ペ

イ
は
存
分
に
支
払
う
か
ら
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス 

ベ
ー
ス
の
ボ
ー

ナ
ス
は
支
払
わ
な
い
と
い
う
方

針
だ
。
大
人
な
ら
ボ
ー
ナ
ス
が

出
る
か
ら
と
言
っ
て
よ
り
よ
い

仕
事
を
し
よ
う
と
思
う
だ
ろ
う

か
？
と
語
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
前
提
と
し
て
、
仕
事
に
コ

ミ
ッ
ト
し
て
く
れ
る
優
秀
な
人

材
し
か
雇
わ
な
い
と
も
言
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、N

etflix

は
公
式
な

評
価
制
度
も
中
止
し
て
し
ま
っ

た
。﹁
正
式
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス 

レ
ビ
ュ
ー
を
や
め
た
と
き
、

非
公
式
の
３
６
０
度
レ
ビ
ュ
ー

を
開
始
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は

そ
れ
ら
を
か
な
り
シ
ン
プ
ル
に

し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
同

僚
が
や
め
る
べ
き
こ
と
、
始
め

る
べ
き
こ
と
、
ま
た
は
続
け
る

べ
き
こ
と
を
特
定
す
る
よ
う
に

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
は
匿

名
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム

を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
時

間
が
経
つ
に
つ
れ
て
署
名
付
き

　

Ｗ
Ｔ
Ｗ
の
２
０
２
２
年
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス 

リ
セ
ッ
ト
調
査

に
よ
る
と
、
北
米
の
雇
用
主
は
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
管
理
と
成
果

報
酬
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
大
幅
な

強
化
を
必
要
と
し
て
い
る
よ
う

だ
。
22
年
９
月
と
10
月
に
実
施

さ
れ
た
こ
の
調
査
で
は
、
４
人

に
１
人
︵
26
％
︶
の
北
米
の
雇

用
主
が
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

管
理
と
成
果
報
酬
の
仕
組
み
は

効
果
的
で
あ
る
と
回
答
し
て
い

る
。
一
方
で
回
答
者
は
、
現
状

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
管
理
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
期
待
に
応
え
ら
れ
て

い
な
い
と
も
回
答
。
例
え
ば
、

93
％
の
回
答
者
が
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
管
理
の
主
な
目
的
は
組

織
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
一
方
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

管
理
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
こ
の
目

的
を
達
成
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
回
答
者
は
44
％
に
留
ま
っ

た
。

▼

出

所　

E
m

ploy
ers 

u
n

s
a

tis
fie

d
 

w
ith 

p
e

r
f

o
r

m
a

n
c

e 

■
﹃
1
月
の
米
消
費
者
物
価
、

前
年
同
月
比
6
・
4
％
上
昇
、

コ
ア
指
数
は
5
・
6
％
で
鈍
化

も
予
想
よ
り
上
振
れ
﹄︵
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
米
国
労
働
省

が
2
月
14
日
に
発
表
し
た
1
月

の
消
費
者
物
価
指
数︵
Ｃ
Ｐ
Ｉ
︶

は
、
前
年
同
月
比
6
・
4
％
上

昇
と
な
り
、
前
月
の
6
・
5
％

か
ら
減
速
す
る
一
方
、
民
間
予

想
の
6
・
2
％
を
上
回
っ
た
。

■
﹃
米
国
民
の
半
数
が
1
年
前

よ
り
生
活
が
苦
し
い
と
回
答
、

Ｎ
Ｙ
で
は
家
賃
が
収
入
中
央
値

の
約
7
割
に
、
米
民
間
調
査
﹄

︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
米
国

調
査
会
社
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
が
2

月
8
日
に
公
表
し
た
調
査
に
よ

る
と
、
米
国
民
の
半
数
が
1
年

前
よ
り
も
経
済
的
に
生
活
が
苦

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
移
行

し
、
多
く
の
チ
ー
ム
が
３
６
０

度
評
価
を
対
面
で
実
施
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
他
の
会
社

の
人
事
担
当
者
は
、N

etflix

の
よ
う
な
規
模
の
企
業
が
年
次

レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
て
い
な
い

こ
と
を
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
定

期
的
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ

い
て
簡
単
か
つ
正
直
に
話
す

と
、良
い
結
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
全
員
を
５
段
階
で

評
価
す
る
会
社
よ
り
も
良
い
結

果
が
得
ら
れ
ま
す
﹂

　

﹁
定
期
的
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
つ
い
て
簡
単
か
つ
正
直
に

話
す
﹂
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
ス
タ
ッ
フ

が
コ
ー
チ
ン
グ 

セ
ッ
シ
ョ
ン

の
よ
う
に
頻
繁
に
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
し
て
率
直
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

▼
以
前
に
評
価
制
度
を
止
め

た
企
業
は
ど
う
な
っ
た
か
？

と
い
う
記
事
を
書
か
せ
て
い

た
だ
い
た
の
で
参
考
ま
で

に

次

の

リ

ン

ク

を

参

照
。 

h
ttps://w

w
w

.9
1

9
u

sa.
co

m
/j/to

p
icD

isp
la

y
.

aspx?tid=717

︵
評
価
制
度

を
止
め
た
と
言
っ
て
も
評
価
を

行
わ
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
点
数
化
す
る
フ
ォ
ー
マ
ル

な
評
価
制
度
を
止
め
て
、
コ
ー

チ
ン
グ
ベ
ー
ス
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
︶

　

ま
た
、
付
け
加
え
る
と
率

直
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は

N
etflix

の
強
い
カ
ル
チ
ャ

ー

の

よ

う

だ
。N

o R
ules 

R
ules

と
い
う
本
の
中
で
、

N
etflix

の
日
本
法
人
に
て﹁
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
率
直
な
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
求
め
る
シ
ー
ン
で

泣
き
出
し
て
し
ま
う
日
本
の
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
姿
﹂
が
描
か
れ
て

い
る
。
そ
れ
だ
け
日
本
で
率
直

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
す
る
こ

と
は
文
化
的
に
難
し
い
の
だ
と

語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
例
は

逆
に
ア
メ
リ
カ
で
経
営
を
す
る

日
系
企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
対
す
る

考
え
方
と
し
て
よ
い
ヒ
ン
ト
に

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

▼

出

所

： H
ow

 N
etflix 

R
einvented H

R

▼

出

所　

N
o

 R
u

les 
R

u
les: N

etflix
 an

d the 
C

ulture of R
einvention 

H
ardcover -Illu

strated, 
Septem

ber 8, 2020

■
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
本
当
に

効
果
的
な
の
か
？

　

筆
者
も
﹁
お
金
が
支
払
わ
れ

る
か
ら
よ
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
︵
本
社

シ
カ
ゴ
、
最
高
経
営
責
任
者:

ス
コ
ッ
ト
・
カ
ー
ビ
ー
︶
は
16

日
、
３
月
26
日
以
降
の
日
本
路

線
夏
期
フ
ラ
イ
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
発
表
し
た
。
太
平
洋
路
線

で
は
、
新
た
に
羽
田
〜
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
、
羽
田
〜
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
路
線
を
開
設
す
る
ほ
か
、

週
3
便
で
再
開
予
定
の
成
田
〜

デ
ン
バ
ー
路
線
を
デ
イ
リ
ー
運

航
に
増
便
。
こ
れ
に
よ
り
日
本

発
太
平
洋
路
線
は
、
羽
田
発
５

路
線
、
成
田
発
４
路
線
、
関
西

発
１
路
線
の
合
計
10
路
線
週
66

便
体
制
へ
と
拡
大
す
る
。
そ
の

ほ
か
、
関
西
〜
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
路
線
や
グ
ア
ム
・
サ

イ
パ
ン
便
の
大
幅
増
便
な
ど

で
、
日
本
発
路
線
数
お
よ
び
便

数
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
前
の

２
０
１
９
年
の
夏
期
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
比
較
し
、
座
席
供
給
数

は
７
％
増
加
す
る
。

　

３
月
26
日
以
降
の
日
本
発
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
便
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
次
の
通
り
。
羽
田
〜
ニ

ュ
ー
ア
ー
ク
︵
毎
日
運
航
︶、

羽
田
〜
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
︵
毎

日
運
航
︶、
成
田
〜
ニ
ュ
ー
ア

ー
ク
︵
毎
日
運
航
︶。
最
新
の

フ
ラ
イ
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
公

式
サ
イ
ト
︵https://w

w
w

.
united.com

︶
を
参
照
。

が
出
せ
る
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
の
仕
組
み
が
本
当
に
効
果

的
で
あ
る
﹂
と
い
う
考
え
方
に

は
懐
疑
的
だ
。
ダ
ニ
エ
ル
・
ピ

ン
ク
のD

rive

で
は
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
の
仕
組
み
が
効
果
を

発
揮
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
い

う
実
証
実
験
に
つ
い
て
記
述
が

あ
る
。
ダ
ニ
エ
ル
・
ピ
ン
ク
の

T
E

D
 T

A
LK

も
是
非
ご
覧
い

た
だ
け
る
と
興
味
深
い
と
思

う
。

▼ T
E

D
 T

A
L

K
:T

h
e 

pu
zzle of m

otiv
ation

 | 
D

an Pink

▼

出

所　

D
riv

e: T
h

e 
Surprising T

ruth A
bout 

W
h

a
t M

o
tiv

a
te

s U
s 

P
aperback -Illu

strated, 
A

pril 5, 2011

　

LinkedIn

で
同
様
の
投
稿

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
、
２
０
２
３
年
も
組
織
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
管
理
に
は
皆
さ

ん
関
心
が
高
い
よ
う
だ
。
何
が

正
解
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思

う
の
で
、
是
非
、
御
社
に
合
っ

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
創
造
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

山
口 

憲
和

MBA, SHRM-SCP

　

Philosophy LLC 

代
表

www.919usa.com

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

３
月
26
日
か
ら
増
便

し
い
と
回
答
し
た
。
同
回
答
が

半
数
以
上
に
達
す
る
の
は
、
い

わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

後
の
２
０
０
９
年
以
来
と
な

る
。

■
﹃
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
、
石
油

戦
略
備
蓄
か
ら
２
６
０
０
万

バ
レ
ル
の
市
場
売
却
決
定
﹄

︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
米

国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
は
2
月
13

日
、

２

０

２

３

年

会

計

年

度
︵

２

０

２

２

年

10

月

〜

２
０
２
３
年
9
月
︶
中
に
石
油

戦
略
備
蓄
︵
Ｓ
Ｐ
Ｒ
︶
か
ら

２
６
０
０
万
バ
レ
ル
を
売
却
す

る
と
発
表
し
た
。

■
﹃
ヘ
イ
リ
ー
元
国
連
大
使
が

２
０
２
４
年
米
大
統
領
選
へ
の

立
候
補
表
明
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に

続
き
共
和
党
で
2
人
目
﹄︵
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
米
国
の
ト

ラ
ン
プ
前
政
権
で
国
連
大
使
を

務
め
た
ニ
ッ
キ
ー
・
ヘ
イ
リ
ー

氏
は
2
月
14
日
、
２
０
２
４
年

の
大
統
領
選
挙
に
立
候
補
す
る

と
表
明
し
た
。共
和
党
か
ら
は
、

２
０
２
２
年
11
月
に
立
候
補
を

表
明
し
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン

プ
前
大
統
領
に
続
い
て
2
人
目

と
な
る
。

■
﹃
米
シ
ェ
ブ
ロ
ン
、
デ
ジ
タ

ル
ツ
イ
ン
技
術
活
用
で
石
油
ガ

ス
施
設
の
作
業
効
率
化
へ
﹄︵
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン
発
︶
＝
米
国
石
油

大
手
シ
ェ
ブ
ロ
ン
は
2
月
7

日
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
技
術
を

活
用
し
て
、
同
社
が
保
有
す
る

一
部
の
石
油
ガ
ス
施
設
の
作
業

効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

発
表
し
た
。

　︵
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
２
月

15
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。
Ｅ

メ
ー
ル
　rept@

jetro.go.jp
︶

楽しい

 

週
刊
Ｎ
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活
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ジ
タ
ル
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米
国
民
の
半
数
が
１
年
前
よ
り
生
活
苦
と
回
答
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パ
ン
ロ
ー
ス
ト
骨
付
き
ラ
ム
チ
ョ
ッ
プ
と

ラ
タ
ト
ゥ
イ
ュ
野
菜
添
え

ホ
タ
テ
貝
と
海
老
炒
め
ク
リ
ー
ム
ポ
レ
ン
タ

マ
グ
ロ
の
グ
リ
ル
と
フ
ラ
ン
ス
ニ
ー
ス
風
サ
ラ
ダ

   

冬
シ
ー
ズ
ン
の
甲
殻
類
は
身

が
締
ま
り
と
て
も
美
味
し
い
き

せ
つ
で
す
！
そ
れ
に
イ
タ
リ
ア

ン
の
ク
リ
ー
ム
ポ
レ
ン
タ
を
添

え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
で
温
か
く 

食
べ
て
み
ま
し
ょ
う
！

作
り
方

①
ポ
レ
ン
タ
を
作
ろ
う
。
ポ
ッ

ト
に
お
湯
を
注
ぎ
ポ
レ
ン
タ
粉

を
少
し
ず
つ
加
え
、
水
を
差
し

入
れ
固
ま
ら
な
い
よ
う
に
よ
く

混
ぜ
て
軽
く
と
ろ
み
付
い
た
ら

火
か
ら
お
ろ
す
。

②
テ
フ
ロ
ン
パ
ン
を
中
火
で
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
少
々
垂
ら
し
ド

ラ
イ
に
し
た
貝
柱
を
少
し
色
付

い
た
ら
両
面
を
焼
く
、

   

秋
か
ら
冬
に
か
け
マ
グ
ロ
は

旬
で
上
質
な
脂
が
の
っ
て
い
て

最
も
美
味
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
生
マ
グ
ロ
を
炭
火
焼
き

に
し
て
フ
ラ
ン
ス
、
ニ
ー
ス
風

サ
ラ
ダ
と
共
に
食
べ
る
と
最
高

に
お
い
し
い
！
本
格
フ
レ
ン
チ

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
て
召
し

上
が
れ
！B

on A
ppetit !

作
り
方

①
テ
フ
ロ
ン
パ
ン
を
中
火
に
し

て
数
滴
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を

た
ら
し
、
マ
グ
ロ
の
両
面
を
手

早
く
炒
め
半
生
状
態
で
取
り
出

す
。
②
サ
ラ
ダ
菜
を
お
皿
に
引

き
茹
で
た
野
菜
類
を
全
て
混
ぜ

③
大
き
目
の
お
皿
に
ポ
レ
ン
タ

を
流
し
込
み
中
央
に
ト
マ
ト
ソ

ー
ス
大
さ
じ
３
を
入
れ
そ
の
中

に
焼
き
上
が
っ
た
貝
柱
３
個
を

並
べ
、
海
老
を
の
せ
て
仕
上
げ

ま
す
。
サ
イ
ド
︵
コ
ー
ル
ス
ロ

ー
、
ア
ボ
カ
ド
を
添
え
て
︶

て
盛
り
合
わ
せ
マ
グ
ロ
を
２
枚
切

り
、
上
に
の
せ
ハ
ー
ブ
を
飾
り
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
る
！

作
り
方

①
大
き
目
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
入
れ
、
野
菜

類
を
加
え
て
５
〜
８
分
炒
め
、

白
ワ
イ
ン
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

を
加
え
て
味
付
け
10
分
間
煮
込

ん
で
仕
上
げ
る
。

　

骨
付
き
ラ
ム
チ
ョ
ッ
プ
を
軽

く
味
付
け
て
、
大
き
目
の
テ
フ

ロ
ン
パ
ン
へ
骨
を
外
側
か
ら
色

を
付
け
て
10
〜
15
分
焼
き
、
色

を
付
け
て
ひ
っ
く
り
返
し
、
中

火
で
15
分
〜
20
分
ア
ル
ミ
フ
ォ

イ
ル
で
カ
バ
ー
を
し
て
焼
き
、

火
を
止
め
て
休
ま
せ
る
︵
ミ
デ

ィ
ア
ム
レ
ア
︶。
同
じ
テ
フ
ロ

ン
パ
ン
で
出
し
汁
と
ソ
ー
ス
用

＋
材
料
を
加
え
５
〜
６
分
煮
て

ソ
ー
ス
用
に
仕
上
げ
る
。

　

今
月
の
生
き
生
き
イ
ー
ツ

は
、東
京
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
や
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ホ
テ
ル
・
ピ

材料２人分
帆立貝大６個、エビ大４尾（ボイ
ルしたもの）オリーブオイル適量、
ポレンタ１１/ ２ カップ、水ボイル
１1/2 必要あれば少々、クリーム大
さじ５、塩、胡椒　各々少々、付
け合わせにコールスロー２カップ
とアボカドスライス、トマトソー
ス少々、飾りパクチー

材料２人分
生マグロ切身（１２０g ｘ２）サラダ菜４枚、
完熟トマト２個（１個 X ６スライス）、インゲン
１０本、エッグ２個（１個 X ４切）、ポテト大１
個（X １０切り）各々茹でたもの、スライスオ
ニオン大さじ４、オリーブ６個、ハーブ適量、ディ
ジョンドレッシング、ワインビネガー大さじ３、
ディジョンマスタード大さじ２、オリーブオイ
ル大さじ６、エシャロット（刻んだ）大さじ３、
マヨネーズ大さじ２、全部よく混ぜる

材料 4 人分
骨付きラムチョップ x １個（５００〜５８０g）、
ソース用玉ねぎ 1/2 個（みじん切り）ケッチャッ
プ大４ウスターソース大さじ４，赤ワイン大さじ
４，出し汁少々
ラタトゥイュ＝玉ねぎ 1/2、茄子 1/2, ピーマン赤
１個、トマト１個、ズッキーニ１本各々角切り、
ニンニク２片、トマトジュース 1/2、白ワイン
1/2、オリーブオイル適量

エ
ー
ル
、
カ
ー
ラ
イ
ル
、
リ
ッ

ツ
・
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
や
エ
セ
ッ

ク
ス
ハ
ウ
ス
日
航
ホ
テ
ル
な
ど

一
流
ホ
テ
ル
で
45
年
間
シ
ェ
フ

と
し
て
活
躍
し
た
日
本
人
、
本

紙
連
載
で
お
馴
染
み
の
シ
ェ
フ

加
藤
さ
ん
こ
と
、
加
藤
孝
良
さ

ん
に
﹁
家
庭
で
作
れ
る
一
流
ホ

テ
ル
の
味
﹂
３
品
を
紹
介
し
て

Pan seared Scallops, Prawn/porenta

Roast rack of lamb w/Ratatouille

Grilled tuna salad Nicoise

い
た
だ
き
ま
す
。
著
書
に
﹃
家

族
で
楽
し
む
休
日
ブ
ラ
ン
チ
﹄

︵
日
本
経
済
新
聞
社
︶、﹃
シ
ェ

フ
加
藤
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
レ
ン

チ
・
レ
シ
ピ
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
生
活
プ
レ
ス
社
︶
が
あ
る
。

https://www.korin.com/
https://kikkomanusa.com/
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

　

書
画
家
・
田
中
太
山
が
主
催

す
る
子
供
書
道
教
室
﹁Show

-
D

o (

書
道)

﹂の
グ
ル
ー
プ
展﹁
子

供
書
道
展
・
ア
ッ
ト
・
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
﹂
が
、３
月
30
日
︵
木
︶

か
ら
４
月
30
日
︵
日
︶
ま
で
の

１
か
月
間
、
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト

ハ
イ
ツ
に
あ
る
ザ
・
ブ
リ
ッ

ク
︵T

H
E

 B
R

IC
K

：599 
V

anderbilt A
ve.

︶
に
て
開

催
さ
れ
る
。

　

今
回
は
、
３
〜
４
歳
児
ク
ラ

ス
の
作
品
を
展
示
す
る
。
田
中

は
﹁
何
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
た

だ
思
う
が
ま
ま
に
書
か
れ
た
美

を
ど
う
ぞ
堪
能
し
て
く
だ
さ

い
﹂
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

入
場
無
料
︵
売
り
上
げ
の
全

て
は
子
供
達
の
活
動
費
に
使
わ

れ
る
︶。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
は
３
月
30
日︵
木
︶

午
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で
。
会

場
と
な
る
ア
ー
ト
＆
ギ
フ
ト
シ

ョ
ッ
プ
﹁
ザ
・
ブ
リ
ッ
ク
﹂
の

開
店
時
間
は
、
月
〜
土
曜
が
午

前
11
時
か
ら
午
後
７
時
、
日

曜
は
午
後
６
時
ま
で
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

brickartstore.com
/

子
供
書
道
展
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

　

２
月
15
日
、
イ
ー
ス
ト
ビ

レ
ッ
ジ
の
和
牛
レ
ス
ト
ラ
ン

﹁J-SPE
C

 

﹂
に
て
長
崎
産
和

牛
の
試
食
会
が
開
か
れ
た
。
主

催
は
長
崎
和
牛
銘
柄
推
進
協
議

会
。
共
催
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

和
牛
専
門
輸
入
業
者W

agyu 
M

aster U
SA

, Inc.

。

オ

ー

ガ
ナ
イ
ズ
を
Ｈ
Ｉ
Ｓ
が
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
をC

anvas 
C

reative

が
担
当
し
た
。

　

長
崎
県
は
、
２
０
２
２
年
時

点
で
県
内
２
１
８
０
戸
の
生
産

者
が
年
間
７
万
２
７
０
０
頭
の

和
牛
を
飼
養
す
る
日
本
で
も
有

数
の
肉
用
牛
生
産
県
だ
。
長
崎

和
牛
は
、
肉
本
来
の
旨
み
を
持

つ
赤
身
と
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い

の
脂
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
絶
妙

で
、
非
常
に
評
価
が
高
い
。
イ

ベ
ン
ト
の
目
的
は
、
そ
の
長
崎

和
牛
の
魅
力
を
広
く
北
米
に
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
。
参
加
者
に

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
周
辺
の
食

肉
関
係
者
や
地
元
メ
デ
ィ
ア
の

顔
も
目
立
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
前
半
は
、
同
協

議
会
の
事
務
局
担
当
橋
元
大
介

氏
に
よ
る
長
崎
和
牛
の
特
徴
紹

介
。
県
庁
農
林
部
農
産
加
工
流

通
課
の
所
属
な
が
ら
和
牛
の
研

究
に
熱
心
で
大
学
院
に
て
博
士

号
ま
で
取
得
し
た
橋
元
氏
の
話

は
、
一
貫
し
て
科
学
的
だ
。
例

え
ば
、
和
牛
の
美
味
し
さ
を
決

め
る
の
は
脂
肪
中
に
含
有
さ
れ

る
オ
レ
イ
ン
酸
の
分
量
。
55
％

を
超
え
る
と
摂
氏
33
度
︵
口
中

温
度
︶
で
溶
け
、
豊
か
な
風
味

を
感
じ
る
の
だ
そ
う
だ
。

　

現
在
、
橋
元
氏
と
推
進
協
議

会
が
取
り
組
む
の
は
、
屠
畜
前

の
個
体
の
肉
脂
肪
中
の
オ
レ
イ

ン
酸
含
有
量
を
事
前
に
検
知
す

る
方
法
。
胎
児
検
査
で
お
な
じ

み
の
超
音
波
画
像
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

エ
コ
ー
な
ど
を
家
畜
用
に
改
良

し
、
得
ら
れ
た
情
報
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
解
析
。
優
良
な
肉
が
で

き
る
か
ど
う
か
を
飼
育
中
に
把

　

大
手
回
転
寿
司
チ
ェ
ー
ン
の

く
ら
寿
司
が
今
夏
、
フ
ラ
ッ
シ

ン
グ
の
タ
ン
グ
ラ
ム
・
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
初
の
Ｎ
Ｙ

店
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。 

　

１
９
７
７
年
創
業
の
同
社

は
、
２
０
２
０
年
に
開
店
し
た

Ｎ
Ｊ
州
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
店
を
含

め
22
年
９
月
時
点
で
米
国
内
で

は
45
店
舗
、
日
本
国
内
外
で
は

計
約
６
０
０
店
舗
を
展
開
し
て

い
る
。
不
動
産
情
報
サ
イ
ト
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
の
10
日
付
の
記
事
に
よ
る
と

同
社
は
、
プ
リ
ン
ス
・
ス
ト
リ

ー
ト
37
ー
12
番
地
︵
37
番
街
︶

の
敷
地
面
積
３
０
４
０
平
方
フ

ィ
ー
ト
の
土
地
を
10
年
で
契
約

し
た
と
い
う
。
ま
た
同
社
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
の
カ
ー
ル
・
プ
レ

イ
ス
に
第
２
店
舗
開
店
を
予
定

し
て
い
る
。 

　

日
本
で
は
、
今
年
に
入
っ
て

か
ら
一
度
取
っ
た
寿
司
を
レ
ー

ン
に
戻
し
た
り
、
別
の
客
が
注

文
し
た
寿
司
に
ワ
サ
ビ
を
盛
っ

た
り
、
卓
上
の
醤
油
入
れ
を
直

飲
み
す
る
動
画
を
拡
散
す
る
主

に
回
転
寿
司
チ
ェ
ー
ン
で
の
迷

惑
行
為
が
連
発
し
物
議
を
醸
し

て
い
る
。
ま
た
同
社
は
魚
介
類

の
価
格
高
騰
な
ど
の
影
響
で
、

１
皿
の
最
低
値
段
を
１
１
０
円

か
ら
１
１
５
円
に
値
上
げ
す
る

な
ど
、
日
本
国
内
の
経
営
は
赤

字
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
今

後
は
円
安
の
影
響
が
受
け
難
い

海
外
事
業
を
強
化
し
、
30
年
ま

で
に
は
海
外
の
店
舗
数
を
現
在

の
４
倍
の
４
０
０
店
ま
で
増
や

す
予
定
だ
と
い
う
。 

くら寿司のインスタグラムから

回
転
寿
司
の
く
ら
寿
司

初
の
Ｎ
Ｙ
店
夏
に
オ
ー
プ
ン

握
す
る
。﹁
オ
レ
イ
ン
酸
を
増

や
す
た
め
に
必
要
な
の
は
血
統

と
餌
だ
と
い
う
こ
と
を
確
信
し

ま
し
た
﹂
と
い
う
橋
元
氏
ら
。

こ
の
技
法
を
駆
使
し
て
育
て
た

オ
レ
イ
ン
酸
含
有
55
％
以
上
の

長
崎
和
牛
は
、
５
年
に
一
度
の

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
︵
別
名

﹁
和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
﹂︶
で
２

大
会
連
続
上
位
入
賞
を
果
た
し

た
。﹁
長
崎
で
は
、
美
味
し
い

お
肉
を
提
供
す
る
た
め
に
生
産

者
が
ど
こ
よ
り
も
愛
情
を
注
い

で
牛
を
育
て
て
い
ま
す
﹂
と
橋

元
氏
は
胸
を
張
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
後
半
は
、
長
崎

和
牛
の
分
割
シ
ョ
ウ
と
試
食

会
。
ト
モ
エ
フ
ー
ド
・
サ
ー
ビ

ス
酒
井
氏
の
見
事
な
包
丁
さ
ば

き
に
参
加
者
一
同
、
目
を
奪
わ

れ
る
。
今
回
披
露
さ
れ
た
の
は

お
尻
の
肉
﹁
ラ
ン
イ
チ
﹂
と
モ

モ
肉
﹁
シ
ン
タ
マ
﹂。
い
ず
れ

も
米
国
産
ビ
ー
フ
で
は
ミ
ン
チ

に
な
る
部
位
だ
が
、前
者
は﹁
ラ

ン
プ
﹂
と
﹁
イ
チ
ボ
﹂
に
、
後

者
は
﹁
ト
モ
サ
ン
カ
ク
﹂﹁
マ

ル
カ
ワ
﹂﹁
カ
メ
ノ
コ
﹂﹁
シ
ン

シ
ン
﹂
に
切
り
分
け
ら
れ
、
ロ

ー
ス
ト
ビ
ー
フ
、
ス
テ
ー
キ
、

寿
司
な
ど
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
に

調
理
さ
れ
た
。
舌
の
上
で
溶
け

る
ジ
ュ
ー
シ
ー
さ
と
柔
ら
か
な

食
感
は
、
豊
か
な
﹁
オ
レ
イ
ン

酸
﹂
の
な
せ
る
技
。
参
加
者
一

同
、
満
面
の
笑
顔
で
舌
鼓
を
打

っ
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ンJ-SPE

C

で
は

長
崎
和
牛
を
使
っ
た
料
理
を
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
中
。
２
月
24
日
ま

で
。　
　
　
　
　

︵
中
村
英
雄
︶

美味しさが
科学で証明された！

長崎和牛の紹介イベント

J-SPEC
239 E 5th St, 

New York, NY 10003
 (212) 287-0107

https://www.jspec-ny.com/

https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
tel:9175773969
tel:2122136069
https://brickartstore.com/
https://brickartstore.com/
https://brickartstore.com/
https://www.jspec-ny.com/
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 BOOKS
　

楽
し
い
こ
と
よ
り
も
頭
に
来

る
事
や
辛
か
っ
た
り
、
悲
し
か

っ
た
り
、
悔
し
か
っ
た
り
、
自

分
の
心
を
苛
む
こ
と
を
書
い
て

吐
き
出
す
こ
と
は
心
の
デ
ト
ッ

ク
ス
に
な
る
。
毒
素
を
出
せ
ば

傷
口
は
閉
じ
て
癒
さ
れ
て
い

く
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
25
歳
で

母
を
癌
で
失
い
、
過
去
と
自
分

を
振
り
返
り
自
己
を
求
め
、
前

を
見
て
歩
こ
う
と
す
る
話
だ
。

  

﹁
母
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
と

い
う
も
の
Ｈ
マ
ー
ト
に
行
く
た

び
に
泣
い
て
し
ま
う
﹂
と
エ
ッ

セ
イ
は
始
ま
る
。
作
者
は
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
でJapanese 

B
reakfast

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
活
動
し
て
い
る
ミ
シ
ェ

ル
・
ザ
ウ
ナ
ー
。
父
親
は
ア
メ

リ
カ
人
、
母
親
は
韓
国
人
で

１
９
８
９
年
に
ソ
ウ
ル
で
生
ま

れ
、
オ
レ
ゴ
ン
州
で
育
っ
た
。

　

彼
女
の
母
親
は
56
歳
で
癌
で

亡
く
な
っ
た
。
故
郷
を
離
れ
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
活
動
し
て

い
た
ミ
シ
ェ
ル
。
母
の
故
郷
、

韓
国
に
行
け
ば
外
国
人
扱
い
さ

れ
、
地
元
で
は
ア
ジ
ア
人
と
し

て
見
ら
れ
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ク
ラ
イ
シ
ス
に
陥
り
、
母
に

反
抗
し
、家
を
出
た
。
し
か
し
、

母
の
病
状
が
深
刻
で
実
家
に
戻

り
母
の
看
病
を
し
た
。
母
が
亡

く
な
っ
た
時
、
ミ
シ
ェ
ル
は
25

歳
。
若
す
ぎ
る
。
母
と
の
別
れ

が
25
歳
と
は
若
す
ぎ
る
。

　

友
人
の
祖
母
が
１
０
１
歳
で

亡
く
な
っ
た
。
そ
の
時
、
友
人

の
母
親
は
81
歳
。
ケ
ア
ハ
ウ
ス

に
い
た
祖
母
に
会
い
に
行
く
と

﹁
ち
ゃ
ん
と
ご
飯
は
食
べ
て
い

る
か
、
帰
る
時
は
車
に
気
を
つ

け
る
よ
う
に
と
１
０
０
歳
の
祖

母
が
80
歳
の
立
派
な
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
母
に
ま
る
で
小
さ
い
子

供
に
言
う
み
た
い
に
言
う
ん
だ

よ
﹂
と
友
人
の
話
を
思
い
出
し

た
。大
往
生
と
は
言
わ
れ
て
も
、

80
歳
過
ぎ
て
母
親
が
亡
く
な
る

の
は
年
齢
に
関
係
な
く
悲
し

い
。
誰
に
で
も
死
が
訪
れ
、
別

れ
る
こ
と
に
な
る
。
逃
れ
ら
れ

な
い
な
ら
、
一
緒
に
過
ご
せ
る

時
間
が
長
い
方
が
い
い
。
喧
嘩

し
て
も
介
護
が
大
変
で
も
長
く

生
き
て
欲
し
い
。
そ
う
思
う
か

ら
25
歳
で
56
歳
の
母
を
亡
く
す

の
は
ど
ん
な
に
辛
い
こ
と
か
。

　

彼
女
の
母
が
作
っ
た
料
理
は

も
ち
ろ
ん
韓
国
料
理
。
愛
情
表

現
が
料
理
だ
っ
た
と
い
う
。
酸

っ
ぱ
い
キ
ム
チ
を
使
っ
た
キ
ム

チ
ス
ー
プ
、
カ
リ
カ
リ
の
サ
ム

ギ
ョ
プ
サ
ル
、
お
誕
生
日
の
わ

か
め
ス
ー
プ
。
Ｈ
マ
ー
ト
に
行

く
と
売
ら
れ
て
い
る
韓
国
の
食

材
を
見
て
母
を
思
い
出
し
、
泣

い
て
し
ま
う
と
い
う
。

　

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
っ

た
日
系
食
品
店
が
閉
店
し
て
、

近
所
に
あ
る
Ｈ
マ
ー
ト
に
よ
く

行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
か
ら

本
作
品
は
身
近
に
感
じ
る
。

　

ミ
シ
ェ
ル
が
言
っ
て
い
る
。

単
に
食
材
を
買
い
に
行
く
の
で

は
な
い
。
故
郷
の
か
け
ら
を
、

自
分
自
身
の
か
け
ら
を
探
し
て

い
る
と
。
私
も
そ
う
だ
。
異
国

の
こ
の
地
で
、
日
本
に
い
た
ら

多
分
し
な
く
て
も
い
い
苦
労
を

し
て
、
心
が
折
れ
て
し
ま
い
そ

う
な
時
に
子
供
の
頃
か
ら
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
日
本
の
食
材
に

囲
ま
れ
る
と
安
心
す
る
。

　

エ

ッ

セ

イ

の

初

出

は

２
０
１
８
年
８
月
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
﹄
誌
。
話
題
に
な
り
書

籍
化
さ
れ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ

イ
ム
ズ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
60
週

に
渡
っ
て
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
毎

年
年
末
に
オ
バ
マ
元
大
統
領
が

そ
の
年
の
お
気
に
入
り
の
本
を

発
表
す
る
が
２
０
２
１
年
に
は

本
書
も
選
ば
れ
た
。
映
画
化
も

さ
れ
る
そ
う
だ
。

　

韓
国
系
な
の
にJapanese 

B
reakfast

な
の
か
気
に
な
っ

て
検
索
し
た
。
日
本
の
ア
ニ
メ

を
観
て
育
ち
、
日
本
人
で
す
か

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。B

reakfast

は
西
洋
を
意

味
し
、
ア
ジ
ア
と
ウ
エ
ス
ト
の

融
合
、
彼
女
そ
の
も
の
。

　

私
の
母
は
生
き
て
い
る
。
こ

ん
な
に
苦
し
む
の
な
ら
、
親
じ

ま
い
の
日
は
永
遠
に
来
な
い
で

欲
し
い
と
思
う
が
、
来
る
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

︵
山
河
藍
︶

母の死とアイデンティティを探す

ミシェル・ザウナー・著

 集英社・刊

■ Fishy（金原ひとみ、朝日文庫）結婚したばかりの男に
思いを寄せる作家志望の美玖。編集者の弓子は不倫する夫
を監視しながら自尊心を守ることに必死だ。インテリアデ
ザイナーのユリは仕事も家庭も充実しているように見える
が、本当の生活が見通せない。女たちの新たなつながりを
描く物語。■緑の我が家（小野不由美、角川文庫）高校 1
年生の荒川浩志は一人暮らしをするため「ハイツ・グリー
ンホーム」に引っ越した。明るい部屋だったが、6 号室に
住む同年代の和泉は初対面にもかかわらず「出ていったほ
うがいい」と言う。そして、それは夜中に始まった。怖い
けれど優しくて温かいホラーミステリー。■まず、自分を
整える。-毎日、ふと思う帆帆子の日記〈21〉（浅見帆帆
子、幻冬舎文庫）自分を見つめる時間をとると、格段にも
のごとの流れが良くなる。アイディアがひらめくしクリエ
イティブになって「充実」を感じる。ゆったり過ごし、ゆっ
くり話し、心の感じ方を確かめながら進む生き方。そんな
毎日にふと思ったことを書き綴った、元気がでる日記エッ
セイ。■無敵の独学術（ひろゆき、宝島社新書）コロナ禍
で到来した空前の独学ブーム。「学ぶという行為をないが
しろにしていると人間はバカになります」自らプログラミ
ングや外国語を独学で習得した経験を持ち、現在は多数の
企業に携わる「ひろゆき」こと西村博之が最短ルートで結
果を出すためのコスパ最強の勉強法について語る。■女二人のニューギニア

（有吉佐和子、河出文庫）「ニューギニアは、ほんまにええとこやで、有吉さ
ん」文化人類学者の友人、畑中幸子氏に誘われて超多忙の 1968 年、第 2 の
故郷であるインドネシア滞在後に足を伸ばしたのがニューギニアの奥地、セ
スナを降り 3 日間山を歩いて辿りついたヨリアピだった。文明に侵されてい
ないシシミン族が住む地での驚きの連続と抱腹絶倒の滞在記。■クロコダイ
ル・ティアーズ（雫井脩介、文藝春秋）老舗の陶磁器店を営む貞彦・暁美夫
婦は、近くに住む息子夫婦や孫と幸せに暮らしていた。ところが息子が何者
かによって殺害されてしまう。犯人は息子の妻の元交際相手。被告となった
男は裁判で「想代子から『夫殺し』を依頼された」と主張する。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

女
た
ち
の
新
た
な
つ
な
が
り
を
描
い
た
物
語
。
怖
い
け
ど
温
か
い
ホ
ラ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
。

元
気
が
出
る
日
記
エ
ッ
セ
イ
。
ひ
ろ
ゆ
き
が
伝
授
す
る
﹁
コ
ス
パ
最
強
の
勉
強
法
﹂。
有

吉
佐
和
子
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
滞
在
記
。
家
族
へ
の
疑
念
を
抱
く
静
か
な
ミ
ス
テ
リ
ー
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

良
く
も
悪
く
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
よ
う
な
都
市
は
な
い
。

本
書
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
生
活

な
ら
で
は
の
、
興
味
深
く
、
時

に
は
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
こ
の
街

に
住
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
な
ら

う
な
ず
き
な
が
ら
楽
し
く
読
め

る
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
ア
パ
ー

ト
探
し
か
ら
、
仕
事
、
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
出
会
い
、
都
市
生
活

を
が
ん
ば
る
か
郊
外
へ
逃
げ
る

か
の
決
断
ま
で
、
都
会
暮
ら
し

の
リ
ア
ル
を
描
く
。
悪
名
高
い

6
階
建
て
の
ウ
ォ
ー
ク
ア
ッ
プ

︵
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
い
︶
ビ

ル
、
早
歩
き
と
早
口
の
陽
気
な

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
な
ど
、
イ
ラ

ス
ト
や
漫
画
を
満
載
し
、
独
特

な
視
点
と
風
刺
の
効
い
た
文
章

で
そ
の
魅
力
を
綴
る
。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
在
住
の
作
家
・

漫
画
家
・
美
術
教
師
の
ア
リ
・

ソ
ロ
モ
ン
が
昨
年
10
月
に
発

表
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮
ら
す

喜
び
と
落
と
し
穴
の
よ
う
な
隠

れ
た
危
険
を
、
ユ
ー
モ
ア
と
愛

を
込
め
て
紹
介
し
て
い
る
。
い

ま
Ｎ
Ｙ
に
住
ん
で
い
る
人
、
Ｎ

Ｙ
を
離
れ
た
人
、
Ｎ
Ｙ
を
愛
し

た
人
、
Ｎ
Ｙ
を
夢
見
た
人
へ
の

ギ
フ
ト
と
し
て
、
ど
の
年
代
に

も
喜
ば
れ
そ
う
な
本
。︵
高
田
︶

リ
ア
ル
な
Ｎ
Ｙ
を
ユ
ー
モ
ア
で
綴
る

 『I Love(ish) New York City』
Written by Ali Solomon　 

Published by Chronicle Books

https://usa.kinokuniya.com/
https://www.funcphysio.com/
https://usa.kinokuniya.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　

目
元
が
ピ
ン
！ 

ア
イ
ク
リ
ー
ム

23
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
乾
燥
は
ス

ゴ
イ
で
す
ね
！
と
、
先
日
日
本

か
ら
渡
米
を
さ
れ
た
お
客
様
。

持
参
し
た
加
湿
器
も
間
に
合
わ

な
い
ほ
ど
の
肌
と
髪
の
乾
燥
に

驚
い
た
そ
う
で
す
。
春
も
近
い

と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
暖
房
は
欠

か
せ
な
い
季
節
。
冬
場
は
特
に

目
元
の
乾
燥
が
気
に
な
り
ま
せ

ん
か
。
目
元
は
皮
膚
が
非
常
に

薄
い
部
分
。
頬
と
比
べ
る
と
3

分
の
1
ほ
ど
の
薄
さ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
皮
脂
の
分

泌
量
が
少
な
い
た
め
に
乾
燥
し

や
す
く
、
シ
ワ
や
た
る
み
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
に
繋
が
り
ま
す
。

私
も
長
年
油
分
た
っ
ぷ
り
の
海

外
の
ア
イ
ク
リ
ー
ム
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
油
分
が
多
す

ぎ
る
と
メ
イ
ク
崩
れ
に
繋
が
る

な
ど
、
な
か
な
か
良
い
ア
イ
ク

リ
ー
ム
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
前
回

ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

発
酵
コ
ス
メ
、
ソ
フ
ィ
ス
タ
ン

ス
・
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
ア
イ
ク
リ

ー
ム
を
使
用
し
て
み
た
と
こ

ろ
、そ
の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。

米
粒
2
個
ほ
ど
の
量
が
す
っ
と

馴
染
み
、
ぴ
っ
た
り
と
目
元
に

密
着
し
、
膜
が
張
っ
た
よ
う
に

ピ
ン
！
と
し
て
き
た
の
で
す
。

同
時
に
目
元
の
乾
燥
と
ハ
リ
が

一
気
に
戻
り
メ
イ
ク
を
し
て
も

一
日
中
効
果
が
落
ち
ま
せ
ん
で

し
た
。
開
発
者
の
方
と
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
に
、﹁
一

番
お
勧
め
の
ア
イ
テ
ム
は
ア
イ

ク
リ
ー
ム
。
顔
全
体
に
塗
り
た

い
く
ら
い
！
﹂
と
仰
っ
て
い
た

意
味
を
実
感
し
ま
し
た
。
ソ
フ

ィ
ス
タ
ン
ス
の
ア
イ
ク
リ
ー
ム

は
 
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
豊

富
な
コ
メ
ヌ
カ
エ
キ
ス
を
５
年

発
酵
熟
成
し
た
美
活
菌
®
発
酵

液
と
、
美
容
医
療
で
も
注
目
さ

れ
る
レ
チ
ノ
ー
ル
を
た
っ
ぷ
り

と
含
ん
だ
濃
厚
ク
リ
ー
ム
で

す
。
ほ
ん
の
り
と
漂
う
柑
橘
系

の
香
り
は
柚
子
エ
キ
ス
。
柚
子

の
美
肌
成
分
、
植
物
系
の
セ
ラ

ミ
ド
は
、
人
間
の
セ
ラ
ミ
ド
に

最
も
近
い
タ
イ
プ
だ
そ
う
。
そ

の
た
め
高
い
保
湿
効
果
が
得
ら

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
2

年
を
か
け
て
開
発
さ
れ
た
純
国

産
高
機
能
ア
イ
ク
リ
ー
ム
。
あ

な
た
の
肌
で
実
感
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C

美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon 
& Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
と
日
本
ク
ラ
ブ
共

催
の
﹁
海
外
か
ら
日
本
は
ど
う

見
え
て
る
？
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

働
く
私
た
ち
の
視
点
﹂
と
題
し

た
国
際
女
性
デ
ー
・
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
＆
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
、
３

月
９
日
︵
木
︶
午
後
６
時
か

ら
、
日
本
ク
ラ
ブ
︵
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
２
階
ロ
ー
ズ
ル
ー

ム
︶
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

海
外
と
日
本
、
働
き
方
や
生

活
・
価
値
観
の
違
い
な
ど
を
テ

ー
マ
に
、
日
本
の
何
が
問
題
な

の
か
、
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と

は
何
な
の
か
を
、
日
米
で
活
躍

す
る
女
性
パ
ネ
リ
ス
ト
と
考
え

る
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
デ
ィ
メ

イ
美
代
子
︵T

iffany 

& C
o. 

Japan Inc. 

前
代
表
取
締
役

社
長
︶、
渡
邊 

裕
子
︵
Ｈ
Ｓ
Ｗ

ジ
ャ
パ
ン
共
同
経
営
者
、
株
式

会
社
サ
イ
ボ
ウ
ズ
社
外
取
締

役
︶、
小
林
さ
や
か
︵﹃
学
年
ビ

リ
の
ギ
ャ
ル
が
1
年
で
偏
差
値

を
40
上
げ
て
慶
應
大
学
に
現
役

合
格
し
た
話
﹄
の
主
人
公
。
現

在
米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
教
育
大

学
院
に
留
学
中
︶、
大
塚
泰
子

︵IB
M

 C
oporate 

パ
ー
ト
ナ

ー
︶。
日
本
か
ら
は
小
巻
亜
矢

︵
株
式
会
社
サ
ン
リ
オ
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト 

代
表
取
締
役

社
長
︶
と
及
川
美
紀
︵
株
式
会

社
ポ
ー
ラ 

代
表
取
締
役
社
長
︶

が
ズ
ー
ム
で
参
加
す
る
。
対
象

は
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
と
日
本
ク
ラ
ブ
の

会
員
企
業
の
社
員
と
そ
の
ゲ
ス

ト
。
定
員
60
人
。

　

参
加
費
は
会
員
25
ド
ル
、
ゲ

ス
ト
30
ド
ル
︵
飲
み
物
と
軽

食
付
き
︶。
申
し
込
み
・
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.nipponclub.org/

国
際
女
性
デ
ー
討
論
会

日
本
ク
ラ
ブ
で
３
月
９
日

写
真
左
か
ら

：

デ
ィ
メ
イ
美
代
子
氏
、
渡
邊
裕
子
氏
、

小
林
さ
や
か
氏
、
大
塚
泰
子
氏
、
小
巻
亜
矢
氏
、
及
川
美
紀
氏

　

Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
は
３
月
３

日
︵
金
︶
午
後
８
時
か
ら
﹃
ビ

ジ
ネ
ス
と
人
権
〜
企
業
が
国
際

舞
台
か
ら
取
り
残
さ
れ
な
い
た

め
に
知
る
べ
き
こ
と
﹄と
題
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
つ
い
て
専

門
の
弁
護
士
を
招
い
た
講
演
会

を
開
催
す
る
。

　

講
師
に
は
、
東
京
の
西
村

あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
に
所
属

し
、
現
在
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に

留
学
中
の
細
谷
夏
生
弁
護
士
を

招
く
。
基
本
概
念
の
解
説
に
と

ど
ま
ら
ず
、
企
業
活
動
の
ど
こ

に
人
権
リ
ス
ク
が
存
在
す
る

か
、
人
権
リ
ス
ク
が
顕
在
化

し
た
場
合
に
企
業
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
及
ぶ
か
、
投
資

家
は
ど
の
よ
う
な
視
点
で
企

業
の
人
権
リ
ス
ク
を
捉
え
て

い
る
か
と
い
っ
た
実
務
的
な

視
点
か
ら
検
討
す
る
。ま
た
、

講
演
の
後
半
で
は
、
昨
年
国

連
報
告
書
が
公
表
さ
れ
、
日

本
の
衆
参
議
院
で
も
人
権
状

況
に
関
す
る
決
議
が
行
わ
れ

た
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の

強
制
労
働
問
題
を
対
象
に
、

人
権
リ
ス
ク
と
企
業
活
動
へ

の
影
響
に
つ
い
て
具
体
的
な

検
討
を
行
う
予
定
。
参
加
費

無
料
︵
定
員
１
０
０
人
︶。

参
加
方
法
＝
下
記
の
リ
ン
ク

か
ら
事
前
の
参
加
申
込
み
を

す
る
こ
と
。

︻
経
歴
︼
２
０
１
４
年
東

京
大
学
法
学
部
卒
業
、
司

法

試

験

合

格
︵

68

期

︶、

２
０
１
５
年
西
村
あ
さ
ひ
法

律
事
務
所
︵
留
学
休
職
中
︶

２
０
２
２
年
8
月
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
留
学

中
︻
主
な
業
務
分
野
︼
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、
ビ
ジ
ネ
ス
と

人
権
、
人
事
労
務
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
、
企
業
不
祥
事

対
応
。

第 87 回 NYMBA の会

「ビジネスと人権」
オンラインで３月３日

https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZAoc-uorjwrEtF27fVMt4DNocvWfRk3j63p

細谷氏

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.idocenter.com
http://www.salon-oasis.net
https://www.nipponclub.org/
https://www.nipponclub.org/
https://www.nipponclub.org/
https://www.nipponclub.org/
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZAoc-uorjwrEtF27fVMt4DNocvWfRk3j63p
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
あ
るA

lto

日
本
語
補

習
校
︵
中
村
健
人
校
長
︶
は
、

今
年
２
年
目
と
な
る
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
を
実
施
、
今
月
18
日
よ

り
参
加
者
の
募
集
を
開
始
し

た
。
同
校
で
は
シ
ー
ズ
ン
ご
と

に
テ
ー
マ
の
異
な
る
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
や
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
を
開
催

し
て
お
り
、
直
近
の
ウ
ィ
ン
タ

ー
キ
ャ
ン
プ
で
は
約
30
人
の
児

童
生
徒
が
参
加
し
た
。
今
年
度

の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
自
然
・

科
学
・
歴
史
の
３
つ
の
テ
ー
マ

を
掲
げ
、
６
月
末
か
ら
８
月
末

ま
で
の
全
８
週
間
実
施
す
る
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
１
週
間
単

位
で
の
申
し
込
み
も
可
能
に
な

っ
た
。
昨
年
度
か
ら
好
評
の
水

泳
教
室
や
少
人
数
ク
ラ
ス
、
キ

ャ
ン
プ
場
や
フ
ァ
ー
ム
で
の
宿

泊
体
験
は
そ
の
ま
ま
に
、
日
本

語
や
日
本
文
化
に
た
っ
ぷ
り
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
日

本
文
化
に
つ
い
て
は
、
植
物
か

ら
作
る
染
め
液
や
ろ
く
ろ
で
の

陶
芸
、
季
節
の
和
菓
子
や
灯
籠

作
り
な
ど
、
本
格
的
な
活
動
が

盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。
先
日
行
わ

れ
た
説
明
会
の
様
子
や
詳
細
・

申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://alto-edu.com

３
テ
ー
マ
で
８
週
間
実
施

サマースクール
参加者を募集

Alto 日本語補習校
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
で
２

月
16
日
、
４
年
生
が
﹁
二
分
の

一
成
人
式
﹂
を
行
っ
た
。
ま
ず

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
10
歳
に
な

る
ま
で
の
様
子
を
写
真
ス
ラ
イ

ド
で
振
り
返
っ
た
。﹁
と
て
も

小
さ
か
っ
た
か
ら
、
パ
パ
も
マ

マ
も
元
気
に
育
っ
て
く
れ
る
か

心
配
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
﹂﹁
赤

ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
、
今
と
お
ん

な
じ
笑
顔
だ
ね
﹂
な
ど
、
家
族

か
ら
聞
い
た
話
を
伝
え
合
っ
た

り
、
昔
と
今
の
顔
を
見
比
べ
た

り
し
て
い
た
。
事
前
の
学
習
で

は
、
小
さ
い
頃
の
自
分
に
つ
い

て
家
族
と
話
を
し
た
り
、
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え

た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
成

長
を
支
え
て
く
れ
た
家
族
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
新
た
に
し

た
。
当
日
は
、
そ
の
感
謝
の
思

い
を
書
き
綴
っ
た
手
紙
を
、
参

観
の
保
護
者
に
向
け
て
発
表
し

た
。﹁
家
族
の
誰
か
一
人
で
も

い
な
か
っ
た
ら
、
今
の
僕
に
は

な
れ
な
か
っ
た
﹂
と
い
う
言
葉

に
、
他
の
子
ど
も
た
ち
も
大
き

く
う
な
ず
い
て
い
た
。
自
分
の

成
長
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
支

え
て
く
れ
る
周
囲
の
人
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
よ
い
式

と
な
っ
た
。

自分を見つめる
二分の一成人式
NJ 日本人学校で

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
︵
川

﨑
淳
一
郎
校
長
・
児
童
生
徒
数

４
２
７
人
︶
で
は
１
月
28
日
、

恒
例
の
節
分
豆
ま
き
が
行
わ
れ

た
。
幼
児
部
の
児
童
た
ち
が
授

業
中
に
製
作
を
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
枡
と
豆
を
手
に
、
教
頭
先

生
及
び
保
護
者
が
扮
す
る
鬼
に

向
け
﹁
鬼
は
〜
外
、福
は
〜
内
﹂

と
声
を
上
げ
な
が
ら
鬼
退
治
を

し
た
。
お
面
を
付
け
棍
棒
を
持

っ
た
鬼
た
ち
を
見
る
と
怖
く
て

泣
き
出
す
児
童
の
姿
も
あ
っ
た

が
、
子
ど
も
た
ち
は
﹁
節
分
﹂

と
い
う
日
本
の
伝
統
行
事
を
満

喫
し
た
。

鬼
は
外

福
は
内

Ｎ
Ｙ
補
習
校

Ｗ
校
で
豆
ま
き

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
17
日
、
令
和
５
年
度

︵
２
０
２
３
年
度
︶
前
期
用
教

科
書
の
申
し
込
み
受
付
を
開
始

し
た
。
教
科
書
無
償
配
布
の
対

象
は
、
①
日
本
国
籍
を
有
し
、

将
来
日
本
に
帰
国
し
て
進
学
あ

る
い
は
就
労
す
る
意
思
を
有
す

る
義
務
教
育
学
齢
子
女
。
②
同

館
管
轄
地
︵
Ｎ
Ｙ
州
、Ｎ
Ｊ
州
、

Ｐ
Ａ
州
、
Ｄ
Ｅ
州
、
Ｗ
Ｖ
州
、

Ｃ
Ｔ
州
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

郡
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
準
州
、
バ

ー
ジ
ン
諸
島
︶
に
居
住
し
、
同

館
に
在
留
届
を
届
出
し
て
い
る

子
女
。
③
日
本
人
学
校
や
日
本

語
補
習
校
等
の
在
外
教
育
施
設

に
在
籍
し
て
い
な
い
子
女
︵
在

外
教
育
施
設
に
在
籍
し
て
い
る

子
女
の
教
科
書
無
償
配
布
は
各

学
校
に
問
い
合
わ
せ
る
︶。
申

し
込
み
締
め
切
り
は
３
月
17
日

︵
金
︶。
申
し
込
み
方
法
︵
教
科

書
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

等
︶
な
ど
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トhttps://w
w

w
.ny.us.

em
b-japan.go.jp/itprtop_

ja/index.htm
l

を
参
照
。

前
期
用
教
科
書
配
布

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー

ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校

︵8 W
est B

ay
view

 A
ve, 

E
nglew

ood C
liffs

︶

幼

児

部
は
、
３
月
４
日
︵
土
︶
午
後

３
時
か
ら
﹁
無
料
体
験
・
見

学
会
﹂
を
実
施
す
る
。
当
日

は
体
験
ク
ラ
ス
︵
保
護
者
参

観
︶
、
質
疑
応
答
、
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
る
。

対
象
は
、
現
在
年
少
・
年
中
の

子
ど
も
︵
２
０
１
７
年
４
月

２
日
〜
19
年
４
月
１
日
生
ま

れ
︶
。
定
員
は
10
人
程
度
。
参

加
費
無
料
。
希
望
者
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

ま
た
は
氏
名
・
人
数
を
明
記
し

Ｅ
メ
ー
ルsatnj.nyikuei@

gm
ail.com

︵
事
務
局
、
幸
さ

ん
︶
ま
で
申
し
込
む
。

育
英
学
園
で

体
験
・
見
学
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
は

５
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
本

校
の
ド
レ
ミ
フ
ァ
音
楽
教
室
と

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
フ
レ
ン
ズ
ア

カ
デ
ミ
ー
音
楽
教
室
合
同
で
音

楽
発
表
会
を
開
催
し
た
。
今
年

度
で
13
回
目
と
な
り
約
１
０
０

人
の
来
場
者
を
迎
え
、
華
や
か

に
執
り
行
わ
れ
た
。
今
回
３
年

振
り
の
リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル
で

の
開
催
が
実
現
し
た
。

　

大
勢
の
観
客
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
る
大
き
な
会
場
で
、
合

計
19
人
の
演
奏
者
が
、
そ
れ
ぞ

れ
こ
の
日
の
た
め
に
日
々
努
力

を
重
ね
た
成
果
を
観
客
に
向
け

て
披
露
し
た
。
ま
た
、
今
年
か

ら
新
し
く
始
ま
っ
た
﹁
親
子

D
uo

﹂
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
親

子
が
微
笑
ま
し
く
連
弾
。

　

ピ
ア
ノ
指
導
は
、内
山
瑞
穂
、

ア
ル
マ
ン
ツ
ァ
ー
明
子
、
鈴
木

真
弓
、
藤
原
亜
利
奈
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
指
導
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

小
百
合
、
ギ
タ
ー
指
導
は
、
古

津
剛
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園　

第
13
回
音
楽
発
表
会

https://satoricollegeplanning.com/
http://www.jwsnj.org/
http://www.gwjs.org
mailto:kazenowabg@gmail.com
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
mailto:satnj.nyikuei@gmail.com
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Ｑ
　
ネ
ッ
ト
中
毒
で
あ
る
か
の

よ
う
に
、
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
に
長

時
間
向
か
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
情
報

を
得
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

Ａ
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
多
種

多
様
な
情
報
が
溢
れ
て
お
り
、

当
人
に
と
っ
て
不
必
要
な
情
報

や
危
険
な
情
報
も
あ
り
、
ノ
イ

ズ
過
多
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
は
特

定
の
情
報
だ
け
が
大
き
く
見

え
、
別
の
情
報
が
見
え
な
く
な

る
﹁
プ
リ
ズ
ム
効
果
﹂
も
あ
り
、

自
分
の
考
え
に
近
い
も
の
に
ば

か
り
フ
ォ
ー
カ
ス
が
あ
た
り
、

逆
に
関
心
が
な
い
分
野
に
つ
い

て
は
視
野
が
狭
く
な
っ
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
皆
さ
ん
も

お
気
づ
き
か
と
思
い
ま
す
が
、

過
去
の
閲
覧
歴
や
検
索
歴
に
合

わ
せ
て
、
画
面
に
表
示
さ
れ
る

内
容
が
変
わ
っ
て
く
る
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
、
入
手
す
る
情

報
が
偏
る
危
険
性
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

捉
え
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
情
報
の
選
別
に
は
、
情
報

を
見
極
め
る
知
識
と
ス
キ
ル
が

問
わ
れ
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
情
報
収
集
は
本
来

﹁
上
級
者
向
け
﹂
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、情
報
が
タ
ダ︵
０

円
︶
で
入
手
で
き
る
こ
と
も
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
を
含
め
多
く

の
人
が
利
用
し
、
恐
る
べ
き
普

及
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、子
ど
も
に
と
っ
て
、

よ
り
良
い
情
報
を
得
ら
れ
る
方

法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
１
つ
の
解
決
策
は
、
新

聞
を
活
用
す
る
こ
と
で
す
。
新

聞
は
世
の
中
を
知
る
た
め
の

﹁
基
本
ツ
ー
ル
﹂
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
面
か
ら
順

に
め
く
っ
て
い
け
ば
、
政
治
、

経
済
、
国
際
情
勢
、
文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
、
国
内
・
地
域
情
報
と

世
の
中
の
動
き
全
体
を
短
時
間

で
俯
瞰
で
き
る
つ
く
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
﹁
一
覧
性
﹂

は
新
聞
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で

す
。
ま
た
、
単
に
﹁
ニ
ュ
ー
ス

を
配
信
す
る
﹂﹁
事
実
を
知
る
﹂

機
能
だ
け
で
は
な
く
、
社
説
や

コ
ラ
ム
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

﹁
見
方
・
考
え
方
﹂
を
知
る
機

能
が
あ
り
ま
す
。大
学
入
試︵
小

論
文
の
記
述
等
︶
で
、﹁
社
説
﹂

は
最
高
の
教
材
で
す
。

　
し
か
し
、
現
実
は
﹁
新
聞
離

れ
﹂
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
は

歪
め
ま
せ
ん
。﹁
日
本
新
聞
協

会
﹂
に
よ
る
と
、
新
聞
発
行
部

数
は
新
聞
販
売
収
入
と
あ
わ
せ

急
激
に
減
少
を
続
け
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
１
世
帯
あ
た

り
の
購
読
部
数
は
２
０
０
２
年

が
﹁
１
・
09
﹂、
12
年
が
﹁
０
・

88
﹂
そ
し
て
昨
年
︵
22
年
︶
は

﹁
０
・
53
﹂
で
あ
り
、
デ
ー
タ

上
で
は
概
ね
半
分
の
世
帯
で
し

か
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
特
に
若
者
世

代
の
﹁
新
聞
を
買
わ
な
い
・
読

ま
な
い
・
評
価
し
な
い
﹂
こ
と

が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。

︿
海
外
で
ど
う
す
る
？
﹀

　
新
聞
﹁
紙
﹂
と
し
て
、
新
聞

を
購
読
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
ま
す
。
し
か
し
、︵
矛
盾

す
る
よ
う
で
す
が
︶
今
は
ネ
ッ

ト
の
時
代
、
小
学
生
に
は
、
小

学

生

新

聞
・K

O
D

O
M

O

新

聞
の
電
子
版
、
中
・
高
生
に
は
、

中
高
生
新
聞
を
、
そ
し
て
、
各

ご
家
庭
で
は
一
般
紙
の
電
子
版

を
一
紙
は
定
期
購
読
を
さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

読
み
終
え
た
新
聞
紙
を
丸
め

て
、
セ
ロ
ー
プ
で
と
め
て
チ
ャ

ン
バ
ラ
ご
っ
こ
を
し
た
り
、
濡

れ
た
ズ
ッ
ク
靴
へ
新
聞
紙
を
詰

め
て
乾
燥
を
早
め
た
り
、
床
に

新
聞
紙
を
広
げ
て
書
初
め
を
し

た
り
…
、
古
の
﹁
新
聞
紙
﹂
の

効
用
は
さ
て
お
き
、確
実
に﹁
新

聞
離
れ
﹂
が
今
後
も
進
行
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
各
ご
家
庭
で
、
新
聞
の
あ

る
環
境
を
整
え
、
新
聞
で
子
ど

も
た
ち
の
﹁
情
報
収
集
﹂
す
る

力
を
鍛
え
て
い
く
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
ま
す
。
　

＊
大
手
進
学
塾
・
予
備
校
の
ご

担
当
者
と
私
ど
も
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
受
験
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

︵https://w
w

w
.joes.or.jp/

kojin/sodan

︶

新聞は情報の源
海外子女教育振興財団　教育アドバイザー

後藤彰夫 

 

加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 

　
ビ
ザ
以
外
に
、
皆
様
か
ら
の

お
問
い
合
わ
せ
で
多
い
の
は
、

商
号
や
商
標
に
つ
い
て
で
す
。

混
合
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る

方
々
が
多
い
の
で
今
回
は
こ
の

商
号
と
商
標
に
つ
い
て
質
問
形

式
で
説
明
し
ま
す
。

■
商
号
に
関
し
て
の
質
問
　
　

　
Ｏ-

１
ビ
ザ
を
持
っ
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
ネ
イ
リ
ス
ト
を
し

て
い
る
者
で
す
。
昨
年
、
抽
選

永
住
権
が
当
た
り
、
お
そ
ら
く

今
年
中
か
来
年
の
始
め
に
永
住

権
が
取
得
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
と
の
こ
と
で
す
。
永
住
権
を

取
得
で
き
た
ら
、
か
ね
て
か
ら

念
願
の
サ
ロ
ン
を
開
く
事
を

考
え
て
い
ま
す
。
会
社
は
自

分
の
名
前
の
美
咲
を
取
っ
て

M
isaki N

Y
, IN

C
.

に
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
サ
ロ

ン
の
名
前
は
日
本
の
実
家
が
経

営
し
て
い
る
美
容
サ
ロ
ン
の
名

前 E
toile N

ails &
 Spa

を

つ
け
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
名
前
は
ト
レ
ー
ド
マ

ー
ク
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
登
録

し
た
ら
良
い
の
で
す
か
？

■
返
答
　

　
提
示
さ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン
の

名
前
は
、
商
標
︵
ト
レ
ー
ド
マ

ー
ク
︶
で
は
な
く
商
号
で
す
。

屋
号
と
も
言
い
ま
す
。
例
え
ば

日
本
で
﹁
中
村
屋
﹂
と
い
う
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
と

し
ま
す
。
会
社
名
は
別
名
で
登

記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
お
店
の

名
前
と
し
て
﹁
中
村
屋
﹂
で

看
板
を
出
し
て
経
営
し
て
い

る
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は

こ
の
別
名
で
商
売
を
行
う
こ

と

をD
O

IN
G

 B
U

SIN
E

SS 
A

S

︵
略
称
Ｄ
Ｂ
Ａ
︶
と
言
い

ま
す
。
美
咲
さ
ん
の
会
社
は 

M
isaki N

Y
 IN

C
.

が
会
社
名

で
、E

toile N
ails &

 Spa

は

Ｄ
Ｂ
Ａ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
Ｄ

Ｂ
Ａ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
政

府

にC
E

R
T

IFIC
A

T
E

 O
F 

A
SSU

M
E

D
 N

A
M

E
 

と

い

う
申
請
を
提
出
す
れ
ば
登
録
が

で
き
ま
す
。
同
じ
業
種
で
同
名

で
業
務
を
し
て
い
る
会
社
が
な

け
れ
ば
、
殆
ど
ど
の
名
前
で

も
登
録
可
能
で
す
がIN

C
. 

や

C
O

R
P.

を
つ
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。IN

C
. 

や C
O

R
P.

は
会
社
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
の
で
、
こ
れ
を
名
前
の
後
に

つ
け
て
し
ま
っ
た
場
合
、
別
会

社
と
し
て
認
識
さ
れ
、
商
号
登

録
は
却
下
さ
れ
ま
す
。

■
商
標
に
関
し
て
の
質
問
　

　
Ｏ-

１
ビ
ザ
を
持
ち
ハ
ン
ド

バ
ッ
グ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活

動
し
て
い
る
麻
衣
香
で
す
。
こ

の
た
び
私
の
名
前
﹁M

A
IK

A

﹂

で
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
よ
う

と
思
い
、
製
造
業
者
に
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
他
の
人
が
使
用
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
一
度

弁
護
士
に
尋
ね
た
方
が
良
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
名
前
は

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
使
用
で
き
な

い
の
で
し
ょ
う
か
？
も
し
こ
の

名
前
が
使
用
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
ら
、
別
名
を
考
え

て
ブ
ラ
ン
ド
名
と
し
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
政
府
に
登
録
し
た
い

で
す
。

■
返
答
　

　
す
で
に
こ
の
﹁M

A
IK

A

﹂

の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
バ
ッ
グ
が
販

売
さ
れ
て
お
り
、
商
標
︵
ト
レ

ー
ド
マ
ー
ク
︶
も
取
ら
れ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
麻
衣
香
さ

ん
は
こ
の
名
前
で
バ
ッ
グ
販
売

は
出
来
な
い
と
思
い
ま
す
。
別

名
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
商
標

申
請
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
政

府
に
申
請
を
す
る
の
で
は
な

く
、U

nited States Patent 
an

d T
radem

ark O
ffice

︵
米
国
特
許
商
標
局
︶
に
申
請

を
し
ま
す
。
た
だ
し
申
請
に
あ

た
り
、
新
た
に
考
え
ら
れ
た
ブ

ラ
ン
ド
名
で
バ
ッ
グ
と
か
他
の

小
物
へ
の
使
用
で
商
標
登
録
さ

れ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な

ど
で
使
用
さ
れ
て
い
る
か
否
か

自
分
で
調
べ
る
こ
と
や
、
申
請

は
ご
本
人
で
も
で
き
ま
す
が
、

で
き
れ
ば
詳
し
い
調
査
や
申
請

後
の
対
応
も
含
め
、
商
標
や
知

的
財
産
権
を
専
門
と
し
て
い
る

弁
護
士
に
依
頼
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
︶

商
号
と
商
標
に
つ
い
て

　
Ｎ
Ｙ
大
学
︵
Ｎ
Ｙ
Ｕ
︶
は
15

日
、
次
期
第
17
代
目
学
長
に
長

年
同
大
学
の
理
事
を
務
め
た
リ

ン
ダ
・
ミ
ル
ズ
氏
を
選
出
し
た

こ
と
を
発
表
し
た
。 

　
創
立
１
８
３
１
年
以
来
、
同

大
学
初
の
女
性
学
長
に
就
任
す

る
ミ
ル
ズ
氏
は
、
社
会
福
祉
、

公
共
政
策
、
法
学
部
教
授
で
、

副
学
長
と
し
て
10
年
以
上
、
同

大
学
の
海
外
留
学
を
含
む
グ
ロ

ー
バ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
学
部

生
の
学
生
生
活
を
司
る
ユ
ニ
バ

ー
シ
テ
ィ
・
ラ
イ
フ
事
務
局
を

率
い
た
経
験
が
あ
る
。
同
大
学

ア
ブ
ダ
ビ
校
で
は
就
職
斡
旋

し
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン

元
大
統
領
夫
妻
の
娘
チ
ェ
ル
シ

ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
さ
ん
と
共
に
、

学
生
た
ち
の
精
神
的
健
康
サ
ポ

ー
ト
や
宗
教
間
対
話
を
用
い
て

社
会
変
化
を
目
指
す
な
ど
、
革

新
的
な
取
り
組
み
に
も
尽
力
し

て
き
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
は
、

本
校
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
留
学

生
が
で
き
る
だ
け
地
元
に
近
い

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
対
面
授
業
を

受
け
ら
れ
る﹁
ゴ
ー
ロ
ー
カ
ル
﹂

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
足
し
た
。 

　
法
学
、
社
会
福
祉
学
、
健
康

政
策
で
修
士
と
２
つ
の
博
士
号

を
取
得
し
た
ミ
ル
ズ
氏
は
、
同

大
学
で
は
研
究
の
焦
点
を
ト
ラ

ウ
マ
や
偏
見
、
家
庭
内
暴
力
に

置
き
、同
大
学
バ
イ
オ
レ
ン
ス
・

ア
ン
ド
・
リ
カ
バ
リ
ー
の
セ
ン

タ
ー
長
を
務
め
る
。﹁
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
を
通
し
て
、
世
界
を

観
察
、
世
界
に
疑
問
を
抱
く
特

殊
な
技
術
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
さ
に
現
在
は
、
限
り
な

く
多
く
の
質
問
を
投
げ
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
歴
史
上
の
瞬

間
だ
﹂
と
話
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
大
学
初
の
女
性
学
長 

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
続
き

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　
ナ
ウ
ヒ
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

︵N
ow

H
ere

、
ウ
ー
ス
タ
ー

通
り
40
番
地
︶
は
17
日
︵
金
︶

か
ら
19
日
︵
日
︶
ま
で
３
日
間

の
特
別
企
画
﹁T

echnology 
R

eim
ag

in
es T

im
eless 

B
eauty

﹂
を
開
催
し
た
。
主

催
は
京
都
大
学
、
後
援
・
三
菱

み
ら
い
育
成
財
団
、
京
都
府
、

協
力
・
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

国
総
領
事
館
。
17
日
は
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
後
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

﹁
街
路
の
拡
張
﹂
を
開
催
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館

広
報
セ
ン
タ
ー
の
森
和
也
セ
ン

タ
ー
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
18

日
は
ト
ー
ク
﹁
人
新
世
・
工
業

化
と
生
物
進
化
﹂ - 

サ
ム
・
バ

ン
・
エ
イ
キ
ン
氏
︵
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
大
学
︶、

羽
場
優
紀
氏
︵
生
物
学
者
、
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
︶、
本
多
正

俊
志
氏
︵
京
都
大
学
特
任
准
教

授
︶
を
開
催
し
た
。
　

　
日
本
の
Ｚ
世
代
の
学
生
ら

が
、
京
都
の
衣
食
住
を
題
材
に

作
品
を
作
り
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
ど
の
よ
う
に
都

市
や
伝
統
文
化
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
す
る
か
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在

住
の
研
究
者
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

ら
と
共
に
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
披
露
し
た
。

　
羽
場
氏
は
地
下
に
住
む
蚊
が

人
類
の
生
態
系
に
ど
の
う
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て

解
説
。
ま
た
、
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス

大
学
の
エ
イ
キ
ン
氏
は
接
木
の

技
術
を
使
っ
て
１
本
の
木
に
多

種
類
の
花
を
咲
か
せ
る
研
究
を

ガ
バ
ナ
ー
ズ
ア
イ
ラ
ン
ド
で
実

践
し
て
い
る
こ
と
を
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
紹
介
し
た
。
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た
京
都
大

学
特
任
特
任
准
教
授
の
本
多
さ

ん
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学

院
を
終
了
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
工
業
化
の
中
で
生
物
の
生
態

系
が
ど
う
変
化
し
て
い
る
の
か

と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、

京
都
大
学
で
都
市
に
お
け
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
教
え
な
が
ら

そ
れ
を
ど
う
社
会
に
活
か
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
を
支
援
し
て
い

く
か
と
い
う
研
究
を
行
っ
て
い

る
。

都
市
の
工
業
化
と
生
物
生
態
系

京都大学
Ｚ世代が
発表交流

https://starchildny.com/
http://www.betteratmath.com
https://artofhaiku.org/
tel:2122136069
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.joes.or.jp/kojin/sodan
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
http://www.joes.or.jp
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新俳句グランプリ 2023

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About official rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北 米 伊 藤 園 新 俳 句 グランプリ2 0 2 2 は 、米 国 東 部 時 間 2 0 2 3 年 1月1日1 2 : 0 0 A M 
から2023年10月31日11:59PMまで開催します。

＊11月1日から12月31日にされた応募は2024年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社および

これらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、募

集要項に同意したものとみなされます。

	応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。

日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問

いません。

英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。

18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。

［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

	応募方法
Emai l　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、

HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。

応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお送

りください。

オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。

※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。

応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権者

のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

	応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ

らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ

せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

	応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

	審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補作

品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるために

は、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2023年11月25日ごろ選ばれます。

	審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%

金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称

略）が参加する予定です。

	通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作

品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書

類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

	賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー

候 補 作 品 は 、各 応 募 期 間 の 翌 月 第 4 週 号 の「 週 刊 N Y 生 活 」、ウ ェ ブ サ イト 
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、

2024年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

	その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項は、

ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

北米伊藤園新俳句グランプリ2023　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

筆
圧
の
残
る
清
記
や
初
句
会 

森
柾
光
央  

Ｎ
Ｙ
州

夜
が
明
け
て
ゆ
く
薄
れ
ゆ
く
寒
満
月
　

岡
部
加
都
恵  

Ｎ
Ｊ
州

小
正
月
孫
娘
と
酌
む
冷
酒
か
な
　
大
沼
信
夫  

Ｎ
Ｙ
州

松
過
ぎ
て
別
れ
の
朝
の
空
模
様 高

安
キ
ワ  

Ｎ
Ｊ
州

凍
蝶
や
爆
弾
爆
ぜ
し
傍
ら
に
　
斉
藤
照
枝  

Ｎ
Ｙ
州

初
日
の
出
百ひ
ゃ
く歳
の
重
み
に
ひ
れ
伏
せ
り
　

高
尾
利
子  

Ｎ
Ｙ
州

ベ
ー
グ
ル
で
一
日
は
じ
め
る
女
子
大
生

ア
イ
ビ
ー
・
タ
ン  

Ｐ
Ａ
州

初
日
の
出 

風
が
運
ぶ
よ 

新
年
を
　
宮
下
眞
妃  

Ｔ
Ｘ
州

（
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
小
６
　
12
歳
）

　

 

ク
リ
ス
マ
ス 

目
ざ
ま
し
な
し
で 

起
き
れ
る
日

上
田 

明  

Ｎ
Ｙ
州

（
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｐ
Ｗ
校
小
３
　
８
歳
）

な
に
も
か
も 

流
れ
て
去
り
行
く 

夏
の
滝

加
納
遙
都  

Ｎ
Ｊ
州

（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３
　
15
歳
）

曲
が
り
角 

い
つ
も
か
か
る
ね 

好
き
な
曲
　

上
野
陽
子  

Ｍ
Ａ
州

（
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳
）
　

相
手
の
手 

と
れ
ば
「
手
相
！
」
と 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
　
　

フ
ェ
ン
ト
ン
藍
空  

Ｍ
Ａ
州

（
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳
）

お
正
月 

新
し
い
ぼ
く 

で
き
る
か
な

伊
是
名
ル
イ  

Ｐ
Ａ
州

（
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４
　
10
歳
）

　ふ
ろ
あ
が
り 

ス
ペ
シ
ャ
ル
ブ
レ
ン
ド 

父
の
味

ウ
ィ
ロ
ビ
ー 

愛
美  

Ｐ
Ａ
州

（
キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク
ラ
ブ
中
１
　
13
歳
）

winter eve
filling my tea bowl
to the shadow
─Roberta Beach Jacobson, IA 	

failing vision
a winter fog curls around
shore birds
─Barbara Kaufmann, NY 

grating daikon
on her lunch salad
snow flurries

─ Barrie N Levine, MA

still
reaching for the stars
dead evergreen
─Edward Cody Huddleston, GA

piercing cry
of the peacock--
paradise garden

─Ruth Holzer, VA 

off-key lullabies...
will my son call his son
the same nickname

─Nancy Brady, OH 
　

「1月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2023」の1月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳未

満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂いたこ

とに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日

本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選出

されます。現在も引き続き2月分の応募を受け付けており、10月31日まで

随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り

2 2/1/23 2/28/23 11:59:59pm 2/28/23

3 3/1/23 3/31/23 11:59:59pm 3/31/23

4 4/1/23 4/30/23 11:59:59pm 4/30/23

5 5/1/23 5/31/23 11:59:59pm 5/51/23

6 6/1/23 6/30/23 11:59:59pm 6/30/23

7 7/1/23 7/31/23 11:59:59pm 7/31/23

8 8/1/23 8/31/23 11:59:59pm 8/31/23

9 9/1/23 9/30/23 11:59:59pm 9/30/23

10 10/1/23 10/31/23 11:59:59pm 10/31/23

応募
期間

開始 終了
候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される

候補作品

2 2/1/23 3/5/23 3/11/23 7 7 7

3 3/1/23 4/5/23 4/11/23 7 7 7

5 5/1/23 5/5/23 5/11/23 7 7 7

6 6/1/23 6/5/23 6/11/23 7 7 7

7 7/1/23 7/5/23 7/11/23 7 7 7

8 8/1/23 8/5/23 8/11/23 7 7 7

9 9/1/23 9/5/23 9/11/23 7 7 7

10 10/1/23 10/5/23 10/11/23 7 7 7

blues lifting clouds through a prairie sky
─ Julie Schwerin, WI

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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私
た
ち
は
、
欲
し
い
も
の
を

適
正
な
価
格
で
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
、
自
由
市
場

に
住
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
自

由
市
場
理
論
は
、
1
７
０
０

年
代
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に

よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
私

が
生
ま
れ
た
２
０
０
８
年
は

大
不
況
が
あ
り
、
自
由
市
場

が
混
乱
し
て
い
ま
し
た
。
ア

ダ
ム
の
自
由
市
場
理
論
と
大

不
況
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

考
察
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
由
市
場
で
は
、
買
い
た

い
人
も
い
れ
ば
売
り
た
い
人

も
い
ま
す
。
両
者
が
満
足
で

き
る
価
格
と
数
量
を
見
つ
け

ま
す
。
ア
ダ
ム
の
理
論
は
、

多
く
の
人
が
同
じ
よ
う
な
購

買
欲
を
持
っ
て
い
る
場
合
に

機
能
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

自
分
の
利
益
の
た
め
に
行
動

し
て
い
る
多
く
の
人
々
の
市

場
が
形
成
さ
れ
、
市
場
数
量

に
よ
っ
て
、
市
場
価
格
が
決

ま
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
購

買
欲
を
持
つ
人
が
増
え
れ
ば

増
え
る
ほ
ど
、
値
段
も
上
が

り
ま
す
。
こ
れ
が
ア
ダ
ム
の

自
由
市
場
理
論
で
す
。

　

で
は
、
２
０
０
８
年
の
大

不
況
で
は
、
市
場
に
何
が
起

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
会
社

は
購
買
欲
が
あ
っ
て
も
資
金

が
な
い
と
き
、
お
金
を
貸
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
欲
求
に

応
じ
る
ロ
ー
ン
提
供
会
社
は
、

借
り
入
れ
側
に
十
分
な
現
金

が
な
く
て
も
ロ
ー
ン
を
提
供

し
た
た
め
、
お
金
を
貸
し
た

会
社
が
失
敗
し
返
済
で
き
な

く
な
る
と
、
銀
行
に
現
金
が

不
足
し
ま
し
た
。
銀
行
は
株

や
資
産
を
売
ろ
う
と
し
ま
し

た
が
資
産
価
格
が
下
落
し
、

大
会
社
の
倒
産
が
続
き
ま
し

た
。
こ
れ
が
２
０
０
８
年
の

大
不
況
を
引
き
起
こ
し
ま
し

た
。

　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
理
論

は
、
大
不
況
の
中
、
機
能
し

た
の
で
し
ょ
う
か
？　

私
は
、

ア
ダ
ム
の
理
論
が
不
況
の
背

後
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

自
由
市
場
は
価
格
を
設
定
す

る
よ
う
に
機
能
し
ま
し
た
が
、

お
金
の
需
要
が
増
加
す
る
と
、

銀
行
に
よ
る
お
金
の
供
給
が

不
当
に
増
加
し
ま
し
た
。
適

切
な
規
制
が
働
か
な
か
っ
た

の
で
す
。
一
方
で
、
自
由
市

場
を
支
え
る
た
め
に
返
済
能

力
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
規
制
が

必
要
だ
っ
た
の
に
、
ア
ダ
ム

の
理
論
で
は
カ
バ
ー
さ
れ
ず
、

理
論
通
り
の
運
用
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

要
約
す
る
と
、
ア
ダ
ム
の

理
論
は
機
能
し
た
も
の
の
、

規
制
の
な
い
自
由
市
場
が
問

題
を
引
き
起
こ
し
、
大
不
況

の
原
因
と
な
り
ま
し
た
。
大

不
況
の
後
、
大
規
模
な
銀
行

や
保
険
会
社
に
対
し
て
新
し

い
連
邦
監
視
規
制
が
作
成
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
長

い
不
況
は
な
か
っ
た
の
で
、

そ
の
規
制
が
働
い
て
る
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
私
が
生
き

て
い
る
間
、
観
察
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
14
年
︶

　

私
に
は
兄
が
二
人
い
ま
す
。

生
ま
れ
た
時
か
ら
、
い
つ
も

私
の
側
に
は
兄
達
が
い
て
、

私
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
空
気

の
よ
う
な
存
在
で
し
た
。
私

の
家
は
決
し
て
大
き
く
は
な

く
、
一
人
一
人
の
勉
強
机
を

置
く
場
所
は
な
く
、
部
屋
も

共
有
し
て
い
ま
し
た
。
毎
日

の
食
事
、
勉
強
、
そ
し
て
遊

ぶ
時
も
、
兄
達
と
片
時
も
離

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
兄
達
の
存
在
は
、
私

に
と
っ
て
確
か
な
も
の
と
し

て
、
自
分
の
一
部
分
を
形
作

っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
が
当
然
の
よ

う
に
思
っ
て
い
た
あ
る
日
、

い
つ
も
の
よ
う
に
学
校
か
ら

帰
宅
し
た
私
は
、
家
の
中
が

普
段
と
は
違
っ
て
い
る
こ
と

に
気
が
付
き
ま
し
た
。
私
の

知
っ
て
い
る
居
間
の
テ
ー
ブ

ル
は
、
い
つ
も
散
ら
か
っ
て

い
て
、
そ
こ
に
は
読
み
か
け

の
本
、
メ
ガ
ネ
ケ
ー
ス
、
ラ

ッ
プ
ト
ッ
プ
の
ワ
イ
ヤ
ー
な

ど
が
乱
雑
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
テ
ー
ブ
ル
の

上
に
は
何
も
な
く
、
妙
に
す

っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
ど
の
部
屋
も
静
ま
り
返

っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
兄
達

二
人
が
い
て
、
わ
い
わ
い
と

賑
や
か
だ
っ
た
感
じ
が
ま
る

で
う
そ
の
よ
う
に
、
消
え
て

無
く
な
っ
て
い
ま
す
。
小
さ

い
は
ず
の
家
が
、
と
て
も
大

き
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

﹁
あ
っ
、
そ
う
言
え
ば
も
う

大
学
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
ん

だ
。﹂
私
は
そ
の
時
、
よ
う
や

く
そ
の
状
況
に
納
得
し
ま
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
私
の

心
の
中
に
大
き
な
穴
が
空
い

た
よ
う
な
寂
し
さ
が
の
し
掛

か
り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
勉
強
机
と
し
て

使
っ
て
い
た
台
所
の
テ
ー
ブ

ル
の
場
所
取
り
で
喧
嘩
に
な

っ
た
り
、
風
呂
場
を
使
う
時

間
や
順
番
を
決
め
る
の
に
言

い
合
い
に
な
っ
た
り
、
後
で

食
べ
よ
う
と
思
っ
て
、
大
事

に
取
っ
て
お
い
た
お
菓
子
を

食
べ
ら
れ
て
怒
っ
た
り
し
た

こ
と
も
、
今
と
な
っ
て
は
恋

し
く
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
兄
達
と
離
れ
る
ま

で
兄
達
の
存
在
の
大
き
さ
、

有
り
難
さ
を
あ
ま
り
感
じ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

兄
達
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
時

間
は
、
本
当
に
有
り
難
い
こ

と
な
ん
だ
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。
兄
達
は
そ
れ
ぞ
れ
約

２
２
０
マ
イ
ル
、
４
３
５
マ

イ
ル
家
か
ら
離
れ
た
場
所
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
会
え
る

の
は
、
冬
休
み
と
夏
休
み
の

限
ら
れ
た
間
だ
け
で
す
。
私

が
小
さ
な
時
か
ら
兄
達
と
一

緒
に
過
ご
し
た
時
間
が
与
え

て
く
れ
た
も
の
は
、
今
で
も

私
の
心
の
中
で
ず
っ
と
大
切

に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

兄
達
の
私
へ
の
思
い
や
り
や

我
慢
強
さ
、
そ
し
て
私
を
温

か
く
育
ん
で
く
れ
た
愛
情
だ

と
思
い
ま
す
。
離
れ
て
暮
ら

し
て
い
て
も
、
心
の
深
い
所

で
は
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　

私
は
、
つ
ね
に
心
の
中
で

﹁
大
人
に
な
り
た
い
﹂
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
兄
達

と
の
別
離
の
経
験
は
、
私
が

一
歩
﹁
大
人
﹂
に
な
る
た
め

の
準
備
を
さ
せ
て
く
れ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
兄
達
の
存
在

は
、
私
の
心
を
支
え
て
く
れ
、

私
も
兄
達
の
よ
う
に
一
つ
の

目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

く
忍
耐
強
さ
を
持
ち
、
努
力

で
き
る
人
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

 ﹁
失
っ
て
か
ら
気
づ
い
た
大
切
な
も
の
﹂

　
　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ニ
オ
フ　

ニ
ナ

　

わ
た
し
に
は
、
あ
し
ゅ
と

よ
ん
で
い
る
一
さ
い
か
ら
の

お
さ
な
な
じ
み
が
日
本
に
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
来
て
か

ら
、
あ
し
ゅ
や
日
本
の
友
だ

ち
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、

た
ま
に
さ
び
し
く
な
り
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
時
帰
国
で

一
年
半
ぶ
り
の
十
二
月
に
あ

し
ゅ
に
会
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
日
を
わ
く
わ

く
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
楽
し

み
に
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
会
う
当
日
に
あ

し
ゅ
の
弟
が
ね
つ
を
出
し
て

し
ま
い
、
コ
ロ
ナ
の
か
ん
せ

ん
よ
ぼ
う
の
た
め
に
、
外
で

十
分
し
か
会
う
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。﹁
あ
し
ゅ
、

元
気
だ
っ
た
？
﹂﹁
し
ほ
ち
ゃ

ん
、
ア
メ
リ
カ
楽
し
い
？
﹂

さ
い
し
ょ
は
、
ひ
さ
し
ぶ
り

で
少
し
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し

た
。
で
も
、
す
ぐ
に
む
か
し

の
よ
う
に
、
な
か
よ
く
話
し

た
り
あ
そ
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

そ
の
時
間
は
、
あ
っ
と
い
う

間
な
気
も
し
た
け
れ
ど
、
長

く
も
か
ん
じ
た
た
か
ら
も
の

の
十
分
で
し
た
。
遠
く
は
な

れ
て
い
て
も
、
ず
っ
と
友
だ

ち
で
い
ら
れ
る
と
知
り
ま
し

た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
来
た
ば
か
り

の
こ
ろ
は
、
え
い
語
が
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
げ
ん
地

校
で
は
、
お
母
さ
ん
が
書
い

て
く
れ
た
﹁C

an I be your 
friend?

﹂
な
ど
の
メ
モ
を
ふ

で
ば
こ
に
入
れ
て
、
そ
れ
を

友
だ
ち
に
見
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
友
だ
ち

に
た
す
け
て
も
ら
っ
た
り
、

べ
ん
強
を
が
ん
ば
っ
た
り
し

て
、
え
い
語
を
話
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
え
い
語
を

話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
げ

ん
地
校
に
も
友
だ
ち
が
た
く

さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
に
は
、
ア
メ
リ
カ

と
日
本
に
友
だ
ち
が
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
せ
か
い
中
に

友
だ
ち
を
作
っ
て
、
こ
ま
っ

て
い
る
友
だ
ち
を
た
す
け
て
、

楽
し
い
思
い
出
を
ふ
や
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　

は
な
れ
て
い
て
も
、
ず
っ

と
友
だ
ち
で
い
よ
う
ね
。

　
　
　

︵
滞
米
１
年
６
か
月
︶

　

メ
イ
シ
ー
ズ
に
い
っ
て
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
に
あ
い
に
い
き
ま

し
た
。
サ
ン
タ
の
し
ご
と
べ
や

が
あ
っ
て
、
メ
モ
や
つ
つ
み
か

け
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。
サ
ン
タ
に
あ
う
と
、
サ
ン

タ
の
ひ
げ
が
す
ご
く
な
が
か
っ

た
で
す
。
サ
ン
タ
が
、﹁
ま
え

み
た
と
き
よ
り
お
お
き
く
な
っ

た
ね
。
ね
ん
の
た
め
に
き
く
け

ど
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
な
に
が
い

い
？
﹂
と
い
い
ま
し
た
。﹁
ほ

っ
ほ
っ
ほ
ー
﹂
と
は
い
い
ま
せ

ん
で
し
た
。　

　
　
　
　

︵
滞
米
５
年
６
か
月
︶
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 「弟」
　　　　　　ニュージャージー日本人学校小４

　　　　　　　　　　　　　　佐々木　歩

 ﹁
２
０
０
８
年
大
不
況
と
私
の
考
え
﹂

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
本　

凛

 「サンタとわたし」
　　　　NY 州 Z 会栄光ラーニングセンター小１

　　　　　　　　　　　　　　ほかり　さつき

 ﹁
た
か
ら
も
の
の
十
分
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
し
馬　

し
ほ

の
ん
び
り
や
さ
し
く

笑
っ
て
て

い
っ
つ
も
い
っ
つ
も
楽
し
そ
う

は
ね
た
り　

歩
い
た
り　

走
っ
た
り

だ
け
ど　

ち
い
さ
な
こ
ろ
は

何
度
も
こ
ろ
ん
で

ず
っ
と
な
み
だ
ポ
ロ
ポ
ロ

流
し
て
た

そ
う
や
っ
て
泣
い
て
い
た
ら

い
つ
の
間
に
か

ベ
ッ
ド
に
よ
り
か
か
り

目
を
つ
む
り

ゆ
め
の
中
で

遊
ん
で
た　

　
　
　

︵
滞
米
５
か
月
︶

https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

写
真
の
部
屋
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド

１
２
２
丁
目
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
近
辺
に
あ
る
１
８
３
６
年
築
の
ユ
ニ

オ
ン
神
学
校
の
上
に
建
築
中
の
新
し
い
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
。
デ
ベ
ロ

ッ
パ
ー
と
神
学
校
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
と

リ
バ
ー
サ
イ
ド
教
会
に
隣
接
す
る
。
周
り
に
は
教
会
の
尖
塔
し
か
高

い
も
の
が
無
い
の
で
、
高
い
階
で
は
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
を
は
じ

め
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
や
ハ
ド
ソ
ン
川
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ジ
ョ
ー

ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
一
望
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
建
築
自
体
が
歴
史
あ
る
神
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う

に
ゴ
シ
ッ
ク
調
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
部
屋
の
中
も
レ
ト
ロ
感
が
あ
り

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

新
築
物
件
で
、
２
寝
室
、
２
浴
室
、
１
０
８
６
平
方
フ
ィ
ー
ト
。

10
階
、
南
西
向
き
で
販
売
価
格
は
１
６
５
万
ド
ル
。
他
方
、
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー
は
最
新
で
行
き
届
い
て
お
り
、
内
外
の
ラ
ウ
ン
ジ
、
屋
外
の

テ
ラ
ス
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
、
ペ
ッ
ト
・
ス
パ
、
そ

れ
に
楽
器
が
練
習
で
き
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ル
ー
ム
も
完
備
す
る
。
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
正
門
の
前
に
は
毎
週
日
曜
日
に
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
立
つ
。
ま
た
周
辺
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
も
多
数
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
５
４
９
・
５
１
５
７

Ｅ
メ
ー
ル　

m
iyuki3533@

gm
ail.com

　

大
島
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
ユ
ピ
ア
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
Ｌ
Ｌ
Ｃ
︶

ハドソン川眺望できる神学校上のコンドミニアム

　

総
合
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
の
リ

ロ　

リ
ダ
ッ
ク
︵
七
原
肇
社

長
、
東
証
プ
ラ
イ
ム
上
場
・
株

式
会
社
リ
ロ
グ
ル
ー
プ
海
外
子

会
社
︶
は
、
日
本
企
業
人
事
・

総
務
担
当
者
向
け
不
動
産
・
リ

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
３

日
、
日
本
ク
ラ
ブ
の
ロ
ー
ズ
ル

ー
ム
で
開
催
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
３
年
ぶ
り

に
対
面
で
行
わ
れ
た
同
イ
ベ
ン

ト
は
、
第
１
部
に
不
動
産
・
リ

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
第

２
部
に
交
流
会
の
２
部
構
成
で

開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
部
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

寒
波
来
襲
に
よ
る
厳
し
い
寒
さ

に
も
か
か
わ
ら
ず
日
系
企
業
の

人
事
・
総
務
担
当
者
約
55
人
が

参
加
。﹁
米
国
不
動
産
マ
ー
ケ

ッ
ト
動
向
と
日
系
企
業
の
リ
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ン
ド
﹂
と

題
し
て
、
Ｎ
Ｙ
ト
ラ
イ
ス
テ
ー

ト
エ
リ
ア
並
び
に
全
米
の
駐
在

員
の
住
宅
や
オ
フ
ィ
ス
賃
貸
市

場
に
加
え
、
駐
在
員
規
定
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
調
査
結
果
に
つ
い
て

解
説
し
た
。
駐
在
員
住
宅
の
家

賃
相
場
の
動
向
や
居
住
地
域
の

ト
レ
ン
ド
を
分
か
り
や
す
く
図

解
で
説
明
し
、
エ
リ
ア
別
家
賃

相
場
や
今
後
の
見
通
し
な
ど
役

立
つ
情
報
を
提
供
し
た
。ま
た
、

昨
年
度
に
実
施
し
た
、
駐
在
員

の
手
当
て
な
ど
の
運
用
方
法
に

つ
い
て
の
調
査
結
果
を
共
有

し
、
直
近
の
リ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ン
ド
の
紹
介
も
行
っ
た
。

　

第
２
部
の
交
流
会
で
は
、
人

事
・
総
務
担
当
者
と
共
に
顧
客

企
業
の
社
長
や
Ｖ
Ｐ
な
ど
も
交

え
て
会
食
や
歓
談
を
楽
し
ん

だ
。
こ
の
会
は
、
顧
客
へ
の
感

謝
と
日
系
企
業
相
互
交
流
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
。
恒
例
の
ラ
ッ
フ
ル
で

は
協
賛
企
業
か
ら
豪
華
賞
品
が

多
数
提
供
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
﹁
Ｎ
Ｙ
の
最
新
の

住
宅
事
情
に
つ
い
て
詳
し
く
知

る
こ
と
が
出
来
た
﹂﹁
オ
フ
ィ

ス
賃
貸
の
状
況
が
理
解
で
き
て

良
か
っ
た
﹂﹁
対
面
で
さ
ま
ざ

ま
な
業
種
の
方
と
交
流
で
き

た
﹂
な
ど
と
話
し
て
い
た
。

不
動
産
・
リ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

駐
在
員
住
宅
事
情
な
ど
解
説
リロ リダック

https://www.redacinc.com/
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://brooklyntime.net
mailto:miyuki3533@gmail.com%E3%80%80
mailto:miyuki3533@gmail.com%E3%80%80
mailto:miyuki3533@gmail.com%E3%80%80
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先
月
か
ら
の
続
き
で
す
。
合

わ
せ
て
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
の
身
体
が
多
く
の
細

胞
で
で
き
て
い
る
こ
と
は
、
皆

さ
ん
ご
存
知
の
通
り
で
す
。
こ

の
全
て
の
細
胞
組
織
は
、
脂
肪

二
重
層
と
呼
ば
れ
る
脂
肪
組
織

で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
は

動
物
な
の
で
、
当
然
こ
れ
ら
の

脂
肪
組
織
は
動
物
性
脂
肪
、
つ

ま
り
飽
和
脂
肪
酸
で
で
き
て
い

る
わ
け
で
す
。
も
う
一
つ
、
細

胞
組
織
の
主
た
る
構
成
要
素
は

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
す
。
飽
和

脂
肪
酸
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

同
時
に
存
在
す
る
事
で
、
細
胞

組
織
の
防
水
性
を
確
実
に
し
て

い
る
の
で
す
。
細
胞
の
内
側
と

外
側
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

化
学
的
、
電
気
的
性
質
の
液
体

が
存
在
し
、
こ
の
細
胞
壁
を
通

っ
て
行
き
来
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
セ
レ
ク
ト
さ
れ
た
物

質
の
み
が
通
る
事
を
許
さ
れ
る

よ
う
、
こ
の
防
水
性
が
守
っ
て

い
る
の
で
す
。
細
胞
内
部
に
は

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
存
在
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
も
脂
肪
二
重
層

で
出
来
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
役
割
で
あ

る
細
胞
再
生
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
十
分
に
供
給
で
き
る
よ

う
に
、
飽
和
脂
肪
酸
で
で
き
て

い
る
の
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
お
読
み
頂

け
ば
、
い
か
に
飽
和
脂
肪
酸
の

供
給
が
健
全
な
細
胞
機
能
と
、

そ
れ
が
支
え
る
私
た
ち
の
健
康

に
必
要
で
あ
る
か
、
ご
理
解
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　

も
し
、
飽
和
脂
肪
酸
の
摂
取

が
不
十
分
で
あ
っ
た
場
合
、
私

た
ち
の
身
体
は
、
そ
れ
が
体
に

と
っ
て
健
全
な
選
択
で
は
な
く

て
も
、
不
飽
和
脂
肪
酸
︵
一
価

健
康
維
持
に
必
要
な
食
べ
物
は
、

脂
肪
だ
っ
た
！　

②

不
飽
和
脂
肪
酸
と
多
価
不
飽
和

脂
肪
酸
︶
や
水
素
添
加
油
脂
を

細
胞
再
生
に
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
不
適
切
な
脂
肪
で
で
き
た
細

胞
壁
は
、
喘
息
や
肺
炎
、
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
、
肺
気
腫
な
ど
の
呼
吸
器

系
の
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
昨
今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

時
代
の
５
Ｇ
や
Ｅ
Ｍ
Ｆ
の
毒
性

に
勝
て
ず
、
ブ
レ
イ
ン
フ
ォ
グ
、

慢
性
疲
労
、
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー

な
ど
の
症
候
群
を
も
ひ
き
起
こ

す
の
で
す
。

　

前
回
の
コ
ラ
ム
で
、
脂
溶
性

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｄ
、
Ｅ
と
Ｋ
が

健
康
維
持
に
必
須
で
あ
る
こ
と

は
ご
説
明
し
ま
し
た
。
私
た
ち

人
間
の
先
祖
が
食
べ
た
脂
質

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
動
物
性

で
し
た
。
バ
タ
ー
、
ラ
ー
ド
、

鶏
の
脂
肪
、
牛
脂
な
ど
で
す
。

か
れ
ら
は
、
内
臓
、
骨
髄
と
皮

な
ど
に
良
質
の
脂
肪
が
存
在
す

る
事
を
知
っ
て
い
て
、
好
ん
で

食
べ
た
の
で
す
。
特
に
動
物
の

肝
臓
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
１
週
間

に
一
度
は
、
肝
臓
、
ま
た
は
他

の
内
臓
を
召
し
上
が
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
但
し
、
動
物

が
そ
の
自
然
な
姿
に
適
切
な
状

態
で
飼
育
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

場
合
、
脂
肪
分
の
中
に
、
浄
化

し
き
れ
な
か
っ
た
毒
が
廃
棄
さ

れ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
内

臓
を
召
し
上
が
る
場
合
は
、
飼

育
状
態
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
霜
降
り
肉
も
、
牛
の
生
態

系
に
適
切
な
飼
育
を
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
場
合
は
避
け
た
方
が

良
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

他
、
適
切
に
飼
育
さ
れ
た
鶏
の

卵
黄
も
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
豊
富

で
す
。　
　
　

︵
次
回
に
続
く
︶

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
﹁
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

　

美
・
フ
ァ
イ
ン
研
究
所
︵
東

京
都
渋
谷
区
︶
は
２
０
２
３
年

春
夏
ト
レ
ン
ド
を
テ
ー
マ
と
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
３

月
22
日
︵
水
︶
午
後
１
時
か
ら

２
時
15
分
︵
日
本
時
間
︶
ま
で

開
催
す
る
。
同
社
は
30
年
以
上
、

10
万
人
以
上
の
顧
客
と
触
れ
合

い
、
外
見
の
魅
力
と
心
の
輝
き

を
創
造
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

培
っ
た
﹁
時
代
を
読
む
力
﹂
を

応
用
し
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
目
線
で
捉
え
た
春

夏
の
傾
向
を
紹
介
す
る
。
海
外

か
ら
の
参
加
も
可
能
。

　

当
日
は
、
新
発
売
の
コ
ス
メ

を
紹
介
し
な
が
ら
、
日
本
人
向

け
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
す
ぐ
に
使

え
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
パ
タ
ー
ン

を
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
提

案
す
る
。
市
場
動
向
調
査
な
ど

に
時
間
を
割
く
こ
と
が
難
し
い

企
業
に
も
知
識
と
技
術
を
提
供

す
る
。
講
師
は
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
山
口
童
子

氏
、
内
藤
文
子
氏
。
受
講
料

６
６
０
０
円
︵
税
込
︶。
受
付

締
め
切
り
は
3
月
15
日
。

セ

ミ

ナ

ー

申

込

み

は　

h
ttp

s://co
u

b
ic.co

m
/

befinebefine/574866

２
０
２
３
年
春
夏
の
傾
向

メ
イ
ク
の
プ
ロ
が
指
導

美
・
フ
ァ
イ
ン
研
究
所

http://www.startsnewyork.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
NaturalHealingArtists.com
https://coubic.com/befinebefine/574866


2023 年（令和 5 年）2 月 25 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［文化・芸能］　　(18  )

 EVENT　 
■一般法人自治体国際化協会（クレア）
主催「日本ふるさと名産食品展」＝ 2/23
〜 2/26　The Loft at Japan Village（934 
3rd Ave. Brooklyn）11 自治体／ 20 事業
者による日本各地の名産品を集めた物産
展。地域特産品 66 品が出展し実食・販
売が行われる。入場無料。
詳 細 は https://japanfoodculture.org/
promotional-events/JLS2023
■ほくほく会主催、第 12 回「3・11 追
悼式」=3/5　13:00　NY 日系人会館（49 
W 45th St, 5F）東北 6 県と北海道出身者
により構成されるほくほく会による、東
日本大震災追悼式。読経と黙祷、合唱団
JCH ともの歌、民舞座による東北の踊り、
懇親会などが行われる。入場無料。誰で
も参加可能。問い合わせは電話 917-846-
5883（竹田さん）まで。
■ NYC オフブロードウエー・ウィーク

＝ 3/5 まで　小劇場などで上演されてい
るオフブロードウエーショーのプロモー
ション。「ブルーマンショー」や「ドラン
ク・シェイクスピア」など人気のショー
が 1 枚の値段で 2 枚のチケットが購入で
きる。詳細は https://www.nycgo.com/off-
broadway-week
■第 25 回「キッズ・ナイト・オン・ブロー
ドウエー」＝ 3/21　18 歳以下なら誰で
も無料でブロードウエー公演を観劇でき
る 1 日限りのイベント。 「ライオンキン
グ」「アラジン」「ウィキッド」「ハリーポッ
ター」などが参加。チケットはお早めに。
詳細は https://www.kidsnightonbroadway.
com/

CLASS/SEMINAR
■講演会「坂 茂：Timber in Architecture」
＝ 2/27　18:30　Japan Society（333 E 
47th St.）建築界のノーベル賞とうたわれ
るプリツカー賞受賞者である国際的な建
築家・坂氏の建築における木材の利用可
能性、建築を通じた持続可能な未来に向
けた取り組みについて話しを聞く。講演
後レセプション。講演は英語。入場料：
一般 $15、JS 会員・学生・シニア $12。
詳細は www.JapanSociety.org
■チェスのオンライン無料講習会＝ 3/11
から毎週土曜　17:30 〜 18:30　ニュー
ヨーク日本文化交流会によるオンライン
の無料チェスクラス。対象はキンダーか

ら高校卒業までの初心者。チェスのエキ
スパート (USCF2000+) がチェスを 6 週
間英語で指導する。保護者も一緒に参加
できる。申し込みは電話 913-742-3415、
またはＥメール info@jcxny.org  
詳細は JCXNY.org

MUSIC
■ INTERWOVEN コ ン サ ー ト ＝ 3/11　
14:00　Resobox East  Vi l lage（91 
E 3rd St.） グ ラ ミ ー 賞 受 賞 者 の 徳 永
慶 子 が 設 立 し た 室 内 楽 ア ン サ ン ブ ル

「INTERWOVEN」のコンサート。出演は
木村伶香能（三味線／声楽）、アンディ・
リン（二胡／ビオラ）、アレックス・フォー
テス（バイオリン）、徳永慶子（バイオリ
ン）、ナンチェン・チェン（チェロ）。入
場料は $30（学生 $15、シニア $20）。チ
ケットは eventbrite.com、または当日会
場で現金にて購入できる。

THEATRE/DANCE
■ジャパン・ソサエティー（JS）主催、
人 形 劇「AKUTAGAWA」 ＝ 2/23 〜 25　
19:30　JS（333 E 47th St.）作家・芥川
龍之介の 5 つの短編を紡いだ物語。出演
は八王子車人形・五代目家元西川古柳と
パペットアーティストのトム・リー。入
場料：一般 $30、JS 会員 $24　
詳細は https://japansociety.org/

ART
　

■神谷香扶里の個展「ロング・エクリプ
ス」＝ 3/2 〜 3/26　Amos Eno Gallery（56 
Bogart St. Brooklyn）神谷の NY 初とな
る個展。作家自身が近年経験した、母親
になること、アジアンヘイト、そして親
愛なる人との死別をもとに人間の普遍的
な営みとは何かを彫刻と絵画で表現する。
入場無料。木〜日曜の正午から午後 6 時。
詳細は https://www.amoseno.org
■クリムト展覧会「Gold in Motion」＝
終 了 日 未 定　Hall des Lumières（49 
Chambers St.）オーストリアの画家グス
タフ・クリムトの有名な絵画作品がオリ
ジナルサウンドとともに、高さ約 9 メー
トルの壁に投影される没入型デジタル
アート展。入場料は一般 $30、65 歳以上
$28、5 〜 16 歳 $15。
詳 細 は https://www.halldeslumieres.com/
詳細は https://www.nybg.org

　

琴
奏
者
の
黒
澤
有
美
が
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
結
成
し
た

﹁Y
um

i K
urosaw

a T
rio

﹂

と
し
て
の
初
の
ア
ル
バ
ム
リ
リ

ー
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
３
月
30

日
︵
木
︶
午
後
７
時
か
ら
ジ
ョ

ー
ズ
パ
ブ
︵Joe’

s Pub

：

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
通
り
４
２
５

番
地
︶
で
行
わ
れ
る
。

　

同

ア

ル

バ

ム
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m

o
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p
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o
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︵h
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t
p
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/
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m
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u
m

i-
kurosaw

a/39416364

︶
は

全
曲
黒
澤
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
。

ト
リ
オ
メ
ン
バ
ー
の
他
に
２
人

の
ゲ
ス
ト
も
参
加
。
楽
器
編
成

は
、
20
絃
箏
、
バ
イ
オ
リ
ン
、

黒
澤
有
美

ト
リ
オ
初
ア
ル
バ
ム
記
念

３
月
30
日
コ
ン
サ
ー
ト

　

旅
客
機
事
故
の
パ
ニ
ッ
ク

も
の
と
生
き
残
っ
た
乗
客
を

身
代
金
目
的
で
略
取
す
る
武

装
勢
力
の
残
虐
性
と
い
う
ダ

ブ
ル
の
恐
怖
で
全
編
を
綴
る

ア
ク
シ
ョ
ン
・
ス
リ
ラ
ー
。

あ
ま
り
こ
れ
と
い
っ
た
作
品

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
ジ
ェ
ラ

ル
ド
・
バ
ト
ラ
ー
が
本
作
で

は
自
分
の
身
を
投
げ
う
っ
て

全
力
で
乗
客
を
守
ろ
う
と
す

る
熱
い
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
好

演
。
ア
メ
コ
ミ
の
ス
ー
パ
ー

ヒ
ー
ロ
ー
に
は
な
い
、
あ
く

ま
で
泥
臭
い
人
間
味
溢
れ
る

ヒ
ー
ロ
ー
の
誕
生
だ
。

　

ト
レ
イ
ル
ブ
レ
ー
ザ
ー
航

空
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
ブ
ロ
ー

デ
ィ
︵
バ
ト
ラ
ー
︶
は
大
晦

日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
発
、
東

京
経
由
、
ホ
ノ
ル
ル
行
き
の

機
長
と
し
て
搭
乗
し
た
。
妻

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
大
学
生

の
一
人
娘
と
も
疎
遠
に
な
り
、

心
痛
め
て
い
た
が
娘
の
方
か

ら
正
月
は
ホ
ノ
ル
ル
で
一
緒

に
休
暇
を
過
ご
し
た
い
と
連

絡
が
あ
り
久
々
に
心
が
弾
ん

で
い
た
。

　

２
０
０
人
弱
を
収
容
で
き

る
機
体
だ
が
、
時
期
と
ル
ー

ト
の
関
係
で
実
際
の
乗
客
は

14
人
。
た
だ
し
、
急
に
２
人

追
加
と
な
る
。
15
年
前
に
殺

人
容
疑
で
逃
亡
し
、
最
近
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
近
郊
で
捕
ま

っ
た
ル
イ
ス
︵
マ
イ
ク
・
コ

ル
タ
ー
︶
と
い
う
男
と
彼
を

米
本
土
ま
で
護
送
す
る
連
邦

保
安
官
だ
。

　

東
京
ま
で
の
フ
ラ
イ
ト
は

６
時
間
半
程
度
だ
が
、
離
陸

か
ら
１
〜
２
時
間
は
か
な
り

の
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
、
ブ

ロ
ー
デ
ィ
は
本
社
の
担
当
者

に
少
し
飛
行
ル
ー
ト
の
変
更

を
要
請
し
た
が
承
認
さ
れ
ず
、

そ
の
ま
ま
出
発
。
途
中
、
落

雷
に
あ
う
も
な
ん
と
か
ジ
ャ

ン
グ
ル
に
不
時
着
し
た
。

　

回
り
に
は
何
も
な
く
、
通

信
機
器
も
壊
れ
て
い
た
た
め
、

ブ
ロ
ー
デ
ィ
は
救
助
を
求
め

る
た
め
に
周
辺
の
探
索
を
始

め
る
が
、
そ
の
間
に
、
乗
客

は
ジ
ャ
ン
グ
ル
付
近
を
拠
点

と
し
て
い
た
反
政
府
武
装
勢

力
に
拉
致
さ
れ
て
し
ま
う
。

皮
肉
に
も
ブ
ロ
ー
デ
ィ
に
と

っ
て
の
唯
一
助
っ
人
は
ル
イ

ス
だ
っ
た
。

　

不
時
着
シ
ー
ン
、
武
装
勢

力
へ
の
切
り
崩
し
シ
ー
ン
な

ど
緊
迫
感
溢
れ
る
場
面
の
連

続
で
思
わ
ず
、
身
を
乗
り
出

し
て
し
ま
う
ほ
ど
。
か
つ
て

機
内
で
暴
れ
る
乗
客
を
ね
じ

伏
せ
た
熱
血
漢
キ
ャ
プ
テ
ン

の
ブ
ロ
ー
デ
ィ
と
元
軍
人
で

殺
人
容
疑
も
訳
あ
り
の
冷
静

沈
着
な
ル
イ
ス
と
の
好
対
照

コ
ン
ビ
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

十
分
に
引
き
出
し
た
展
開
も

物
語
を
一
層
面
白
く
す
る
。

監

督

は
﹁B

lood Father

﹂

の
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

リ
シ
ェ
。
1
時
間
47
分
。
Ｒ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
明
︶

PLANE

 Photo : Kenneth R
exach/Lionsgate

 

動
画
予
告

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

生
き
残
り
へ
の
挑
戦

 ■上映館■

AMC Empire 25
234 West 42nd St.

AMC 34th Street 14
312 W. 34th St.

武装勢力のアジトに潜り込むブローディ（バトラー、左）とルイス（コルター）

タ
ブ
ラ
、
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
、
尺

八
、
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
、
コ
ン

ガ
や
ラ
テ
ン
系
の
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ン
。
ま
た
、
ラ
テ
ン
ジ
ャ
ズ

の
巨
匠
ア
ー
ト
ゥ
ロ
・
オ
フ
ァ

リ
ル
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
迎

え
て
制
作
し
た
も
の
。

　

入
場
料
は
一
般
25
ド
ル
、
学

生
15
ド
ル
︵
＋
２
ド
リ
ン
ク
、

１
フ
ー
ド
ミ
ニ
マ
ム
︶。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://publictheater.org

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
︵
Ｊ
Ｓ
、
東
47
丁
目
３
３
３

番
地
︶
は
３
月
３
日
︵
金
︶
午

後
７
時
か
ら
、
マ
ン
ス
リ
ー
ク

ラ
シ
ッ
ク
に
て
﹃
楢
山
節
考
﹄

︵
１
９
５
８
年
︶を
上
映
す
る
。　

　

同
作
は
、
古
く
か
ら
日
本
に

伝
わ
る
﹁
姥
捨
山
伝
説
﹂
を
ベ

ー
ス
と
し
た
深
沢
七
郎
の
同
名

小
説
を
も
と
に
映
画
化
。
老
人

が
70
歳
に
な
る
と
楢
山
ま
い
り

︵
姥
捨
て
︶
に
行
く
慣
わ
し
が

あ
る
山
村
に
暮
ら
す
、
69
歳
の

お
り
ん
と
そ
の
息
子
、
辰
平
の

物
語
を
、﹃
風
前
の
灯
﹄
な
ど

で
知
ら
れ
る
木
下
恵
介
が
映
像

化
し
た
。
主
演
は
、
日
本
映
画

界
を
代
表
す
る
女
優
で
あ
り
な

が
ら
映
画
監
督
と
し
て
も
活
躍

し
た
田
中
絹
代
が
お
り
ん
役
を

熱
演
。
全
編
ス
タ
ジ
オ
セ
ッ
ト

で
撮
影
さ
れ
、
歌
舞
伎
の
様
式

な
ど
を
取
り
入
れ
た
独
特
の
映

像
美
を
堪
能
で
き
る
。
98
分
、

日
本
語
上
映
・
英
語
字
幕
付
き
。

35
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
提
供
・
国
際

交
流
基
金
。

　

入
場
料
は
一
般
15
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
12
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会

員
５
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
と
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org/
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﹃
楢
山
節
考
﹄
を
上
映

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

３
月
３
日

　昨年 12 月に行われた伊藤さ
ちよ舞踊団によるファイナル公
演「さろんシリーズ #74: 連句
と舞踊」の記録動画が、３月２
日（木）午後７時からオンラ
イ ン（http://www.dancejapan.
com ）にて配信される。視聴料
無料。舞踊団による歌舞伎舞踊
長唄曲「君が代松竹梅」の抜粋
や、伊藤さちよが同シリーズ最
終回に因んだ創作２曲などを披
露したもの。詳細はウェブサイ
ト dancejapan.com を参照。

伊藤さちよ
ファイナル公演

動画で配信

http://hinomaru-limo.com
mailto:meiseimotors@aol.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://japanfoodculture.org/
https://www.nycgo.com/off-broadway-week
https://www.nycgo.com/off-broadway-week
https://www.nycgo.com/off-broadway-week
mailto:info@jcxny.org
https://japansociety.org/
https://www.kidsnightonbroadway
http://www.JapanSociety.org
https://www.amoseno.org
https://www.halldeslumieres.com/
https://www.nybg.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://publictheater.org
https://publictheater.org
https://publictheater.org
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
http://www.dancejapan.com
https://www.youtube.com/watch?v=M25zXBIUVr0&ab_channel=LionsgateMovies
https://www.barnesandnoble.com/w/metamorphosis-yumi-kurosawa/39416364
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～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

活動/サポート内容

サポート実績

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

・日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ（無料会員版）
で届く

・セミナー情報の案内が優先的に届く

・お悩みに対してNY相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報を知れる

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティングサポート

・各プロフェッショナルご
紹介（米国公認会計士、
ファイナンシャルプラン
ナーなど）

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
配信（メルマガ、シーク
レットセミナー等）

・個別相談件数１００件
以上

・日本完全帰国、日本一時
帰国、米国公認会計士や
ファイナンシャルプラン
ナーによるお金や税務の
サポート、健康個別サ
ポートその他多数の実績

・ＮＹ、ＮＪ、ボストン、
ＬＡで現地セミナー開催
（参加者合計２００名
以上）

無料会員の特典をさらにパワーアップした、有料会員限定
の特典です。

・有料会員限定の日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ
で届く

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員の
方同士でオンライン、オフラインで繋がれる）

・セミナーの優先案内と優先申込

・ワークショップセミナーに参加できなかった方に後日
セミナーの動画配信

・有料会員限定のイベントに参加

・FURUSATO PROJECT支援サービスを特別価格にてご
提供

・少人数制のシークレットセミナーの参加費無料（一般
参加は２０００円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受けられ
ます。

・会費：月１６５０円（税込）

NY 支部：FURUSATO PORJCT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局
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︵
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週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

https://shopnyseikatsu.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
http://www.nyseikatsu.com
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